


W A G A Z E M I  D A T A

W e l c o m e  t o  O u r  S e m i n a r

テ
ー
マ
は
美
し
い
音
色
と
の
出
会
い
。

楽
し
く
歌
い
、い
ろ
い
ろ
な
音
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

み
ん
な
で

楽
し
く
歌
う
こ
と
で

自
分
の
声
や
身
近
な
音
へ
の

興
味
が
広
が
っ
て
い
く

発
声
や
歌
唱
で
自
分
の
声
の
特
徴
を

知
り
、音
へ
の
関
心
を
高
め
る
笠
井
キ
ミ

子
教
授
の「
総
合
演
習
」。元
気
な
歌
声

と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

声
楽
室
は
音
楽
館
最
上
階
。
五
階
ま
で

の
階
段
を
、
ス
タ
ス
タ
と
学
生
に
負
け
ぬ

足
取
り
で
上
っ
て
き
た
の
が
笠
井
キ
ミ
子

先
生
。「
さ
あ
、
み
ん
な
、
ピ
ア
ノ
の
周

り
に
集
ま
っ
て
」
の
第
一
声
で
、
講
義
が

始
ま
り
ま
す
。

ま
ず
は
発
声
練
習
か
ら
練
習
曲
へ
。
先

生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
練
習
を
繰
り
返

す
う
ち
に
、
次
第
に
学
生
た
ち
の
声
量
が

上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
時
折
「
も
っ
と
テ

ン
ポ
よ
く
！
」
と
先
生
の
声
。
最
後
に
学

生
た
ち
が
選
ん
だ
曲
で
、
♪
ま
い
ご
の
ま

い
ご
の
子
猫
ち
ゃ
ん
…
♪
を
コ
ー
ラ
ス
。

三
部
に
分
か
れ
た
学
生
た
ち
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
声
楽
室
に
気
持
ち
よ
く
響
き
ま
す
。

そ
の
後
は
着
席
し
て
授
業
開
始
。
こ
の

日
は
「
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（
音
の
風

景
）」
実
習
で
す
。
学
生
た
ち
は
事
前
に

用
意
し
て
き
た
�
音
の
出
る
物
�
を
順
番

に
鳴
ら
し
て
は
、
各
自
が
そ
の
音
に
つ
い

て
想
像
し
、
イ
ラ
ス
ト
や
言
葉
で
表
現
し

て
い
き
ま
す
。
一
種
の
音
当
て
ゲ
ー
ム
の

よ
う
な
も
の
で
、
み
ん
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
ム
ー
ド
。
く
す
く
す
笑
っ
た
り
、
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
表
現
を
考
え
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

笠
井
ゼ
ミ
は
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
音
の
楽
し
さ
を
体

験
で
き
る
時
間
で
す
。「
授
業
は
と
て
も

楽
し
い
し
、
先
生
み
た
い
に
な
り
た
い
。

先
生
の
人
柄
や
笑
顔
に
憧
れ
て
い
ま
す
」

と
学
生
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

「
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
ね
ら
い
は
、

音
環
境
に
心
を
傾
け
る
こ
と
。
生
活
の
な

か
で
、
音
は
普
段
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な

い
も
の
で
す
。
心
地
い
い
音
、
雑
音
、
動

物
の
鳴
き
声
、
虫
の
音
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
音
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
え
れ
ば
。

こ
の
ゼ
ミ
を
通
し
て
、
音
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
し
、
特
に
保
育
者
を
目
指

す
学
生
た
ち
に
は
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち

に
も
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
先
生
。

１１
月
に
行
う
中
村
学
園
大
学
付
属
あ
さ

ひ
幼
稚
園
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
今
年
で

３
回
目
。「
子
ど
も
た
ち
と
目
線
を
同
じ

く
し
て
楽
し
く
歌
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

れ
を
や
り
遂
げ
る
過
程
が
大
切
」
と
笠
井

先
生
は
言
い
ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
で
仲

の
い
い
学
生
た
ち
は
、
き
っ
と
先
生
の
思

い
に
応
え
て
く
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

プロフィール／武蔵野音楽大学声楽科卒業。
中村学園大学で助手を４年間務め、同大学
講師となる。現在は短期大学部教授。“世
界の歌を歌おう�”をキャッチフレーズに、
「心を一つにできる歌（音楽）の魅力」を
伝えている。

「先生の笑顔がステキ！
まるでお母さんのようです」

6

短期大学部 幼児保育科「笠井ゼミ」
２年生女子１３名 笠井キミ子教授

「まぁあ♪（感動）」
「まあぁ♪（驚き）」
（笠井先生の口癖）
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中村学園大学は２００３（平成１５）
年４月１日付で、財団法人大
学基準協会より大学基準に適
合しているものと認められ、
正会員として認定されました。

今号の表紙

緑陰濃い午後の構内。
学生たちの姿も夏らしくさわやか

わがゼミ案内
短期大学部

幼児保育科「笠井ゼミ」

中村的大学生活

すごい講義がいっぱい

管理栄養士国家試験合格状況
韓国・明知大學校と学術交流協定を締結
第２７回学内演奏会

【卒業生のページ】

OB・OG MESSAGE

EVENT & NEWS
・学内の行事
・教員表彰
・学生表彰
・教職員の動き
・平成１９年度
後援会地区連絡会の
お知らせ

平成１８年度

図書館利用状況

特 集 2

ハル先生の思い出

平成１８年度

決算
平成１９年度

予算
平成１８年度

就職状況

平成１９年度

・OPEN CAMPUS
・公開講座のお知らせ

平成２０年度

入学試験のお知らせ

【在学生のページ】

・サークル紹介 女子バレーボール部
・女流棋聖 梅沢由香里プロと囲碁対局

セロリプラス
Vol.3

セロリプラス
Vol.4
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特 集 1 中村的大学生活�

01

５月１５日、本学西４号館におきまして、「e‐コマースを推進す
る情報技術」を共通テーマに、大学院流通科学研究科セミナーが
開催されました。
今回は、福岡ケーブルネットワーク株式会社代表取締役社長の
北川文雄氏（写真右側）と、楽天KC株式会社楽天カード推進部長
の宮崎勝宏氏（写真左側）を講師に、現在、注目されている e‐コ
マースの最新情報についてお話しいただきました。

02

キャリア開発学科１年生対象の「大学基
礎演習」。毎年、前期セメスターに全１５回
の講義を行っています。
６月４日の第８回講義は「葉書の書き方」。
この講義の目的は、本学建学の精神「感恩」
を再確認することと、葉書の正式な書き方
を学ぶことです。教員の説明の後に、学生
は高校時代の恩師に葉書を書き上げました。
講義後には「担任の先生にお礼の言葉が書
けました」「近況報告ができて良かったで
す」「縦書きが意外に難しくて」といった
感想が寄せられました。恩師に改めて感謝することに、少々の気恥
ずかしさも見えますが、学生たちは返事が来ることを心待ちにして
いるようです。

03

６月１日、本学西４号館におきまして、「流通科学研究室第２回国際セ
ミナー」が開催されました。今回講師にお迎えしたのは、台湾中興大学の
李皇照教授（写真右）と韓国成均館大学の朴明燮教授（写真中央）。「東アジ
アの経済発展と食料貿易の新展開」を共通テーマにお話しいただきました。
セミナーには１００名を超える参加者が来場し、９０分間にわたる講演に会
場内は白熱。質疑応答においても盛んな議論が行われ、平成２０年度の流通
科学研究所開設（現在は流通科学研究室）へつながる絶好の機会となりまし
た。また、セミナー後の懇親会へも多数の方が参加。産官学の連携、アジ
ア・世界の流通について、より認識を深め合う場となりました。

04

流通科学部
では毎年、地
元政財界トッ
プの方々を講
師としてお迎
えし、「流通科学総合講義�（企業論特講）」を講演会形式
にて行っています。
本講義はいまや流通科学部の名物講義であり、４年目
を迎える今回は、福岡県副知事の武居丈二氏（写真左）や
衆議院議員の太田誠一氏（写真中央）、元駐福岡大韓民国
総領事の金榮昭氏（写真右）など、１３名のそうそうたる講
師陣をお迎えし、４月から７月までの毎週火曜日にオム
ニバス形式にて実施しています。
どのような講義が展開されるのか、学生たちは毎週楽
しみにしているようです。

流通科学研究科セミナー「e‐コマースを推進する情報技術」

キャリア開発学科「大学基礎演習」

流通科学研究室 第２回 国際セミナー

授 業
担当

清水

岩田
梶田

酒見

小阪

本山

本山
（外部講師）

岩田
日野

（外部講師）
本山・手嶋
全員

ケイトン・岩田
全員
清水

（外部講師）

テ ー マ
「キャリア開発学科で何を学ぶか」
～キャリア開発学科の教育目標・授業の受け方～
「宿泊研修事前研修」
「各種検定試験の位置づけについて」
「書籍の読み方・調べ方」
～情報（読書や講義など）のまとめ方～
「レポートの書き方、論文の書き方」
「ソーシャル・スキルを身につけるということ」
～エチケットとマナー～

「学園マナーとクールビズ」

「葉書の書き方」
「防犯教育」
～街頭犯罪などの被害防止について～
「就職」とは～働くことの意味と職業倫理～
「ゼミナールとは何か」～ゼミナールガイダンス～
「広く世界に目を向けて」～海外研修ガイダンス～
「新しいゼミ・クラス集合」～委員決め等～
「社会に潜む危険性について」
～人生を棒に振らないために～
「試験」

開講日

４月９日

４月１６日
４月２３日

５月７日

５月１４日

５月２１日

５月２８日

６月４日

６月１１日

６月１８日
６月２５日
７月２日
７月９日

７月２３日

７月３０日

１

２
３

４

５

６

７

８

９

１０
１１
１２
１３

１４

１５

流通科学総合講義�（企業論特講）
講義テーマ

オリエンテーション

ＪＲ九州グループの現状と経営
課題

福岡の不動産開発

福岡県の発展戦略

分社経営と社長育成について

通“心”販売業 やずやの経営

物流業界の実態

今からの食品業界のあり方

地方銀行の地域貢献について

家電小売業の変遷と我社の戦略

飲料ビジネスの歴史と現状

企業の統治

WTO/DDA農業交渉

「日本流」経営

まとめ（試験）

会社名／役職名

中村学園大学 准教授

九州旅客鉄道株式会社
取締役 営業部長

福岡地所株式会社 代表取締役副社長

福岡県副知事

丸松セム株式会社 代表取締役会長

株式会社やずや 代表取締役社長

福岡倉庫株式会社 代表取締役社長

株式会社ふくや 代表取締役社長

株式会社西日本シティ銀行 取締役会長

株式会社ベスト電器
常務取締役経営企画本部長兼社長秘書室室長

兼監査室コンプライアンス担当

コカ・コーラウエストホールディングス株式会社
代表取締役

太田誠一事務所 衆議院議員

元 駐福岡大韓民国総領事館 総領事
大韓民国外交通商部本部大使兼延世大学校外交兼任教授

株式会社はせがわ 代表取締役社長

中村学園大学 准教授

講 師

山田 啓一

本郷 譲

藤 賢一

武居 丈二

八頭司正典

矢頭美世子

富永 太郎

川原 正孝

本田 正寛

浜田 孝

末吉 紀雄

太田 誠一

金 榮昭

長谷川裕一

山田 啓一

開講日

４月１０日

４月１７日

４月２４日

５月１日

５月８日

５月１５日

５月２２日

５月２９日

６月５日

６月１２日

６月１９日

６月２６日

７月３日

７月１０日

７月１７日

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５
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平成１９年度「大学基礎演習」講義一覧
【開講日】前期 毎週月曜日 ２時限目（１０：４５～１２：１５）

平成１９年度「流通科学総合講義�（企業論特講）」講義一覧
【開講日】前期 毎週火曜日 ４限目（１４：５０～１６：２０）

03



管理栄養士国家試験合格状況

韓国・明知大學校と学術交流協定を締結

第２７回学内演奏会 ７月７日 西１号館１０階 大講義室

第２１回管理栄養士国家試験（平成１９年３月２５日実施）の合格者が、平成１９年５月９日、厚生

労働省より発表されました。本学栄養科学部では、平成１８年度卒業生２３１名が受験し、その

うち２１８名が合格、合格率９４．４％という結果でした。今回の国家試験には、全国の管理栄養

士養成施設８８校から６，６７２名（新卒）が受験、合格者数５，４６１名、その合格率は８１．８％でした。

８８校のうち、受験者数が２００名以上の養成施設は本学を含めて全国で３校のみですが、本学

が最も高い合格率をおさめることができました。なお、栄養士養成施設卒業生（既卒）を含む

全受験者（２１，５７１名）の試験結果は、合格者数７，５９２名、合格率３５．２％でした。

本学部では、国家試験合格率の更なる向上をめざし、平成１９年度より「管理栄養士国家試

験対策要項」を作成し、学部全体としての継続的な取り組みを開始しています。また、「ｅ‐

ラーニング」でも学生の受験勉強をサポートしています。

平成１８年度栄養科学部国試プロジェクト委員会

平成１９年５月２３日、本学中央本館大会議室において、韓国・明知大學校

との学術交流協定の調印式を行いました。これを機に、東アジアの食文化

の交流、また特段、本学の薬膳に係る教育・研究の基盤をより深遠・確固

なものとし、日本、この福岡の地より、アジア、世界へその成果を発信し

つづける所存です。

明知大學校は約１万８千名の学生、６学部で構成される総合大学であり、

韓国の大学では唯一、アジアの伝統医学や中国医学を基本とした薬膳をカ

リキュラムに取り入れ、社会人向けの生涯教育や、産学官連携事業を通し

て健康に寄与する食品の開発にも取り組んでいます。

本学は平成７年、世界保健機関（WHO）の伝統医学センター基幹校であ

る上海中医薬大学と学術交流協定を締結し、アジアにおける食の文化・教

育・研究に関する交流の取り組みを進めてまいりました。併せて２１世紀の

アジアの食文化の形成への新たな挑戦、という目標を掲げ、アジアの健康・食産業の集積・拠点と

なるべく、平成１８年１２月、ここ福岡の地において「日中薬膳・機能性食材博覧会（薬膳EXPO）」を

開催。日本、中国、韓国の薬膳の専門家が、より一層の交流を深め合いました。

以上のような背景から、本学薬膳科学研究所と明知大學校は学術交流を提携することで、今後、

日本・韓国・中国（上海）を中心とする東アジアの食文化である薬膳のさらなる活性化を目指す所存

です。

（調印式の様子はNHKニュースにおいて紹介されました〔５月２３日放送〕）。

学内演奏会は、大学人間発達学部及び短期大学部幼児保育科２年生のうち音

楽関連科目履修者を対象に開催しています。通常の授業では接することのでき

ない音楽を実際に聴くことで、豊かな情操を養うことを目的として始まりまし

た。最初の演奏会は１９８１（昭和５６）年に開催され、本年度は第２７回になります。

これまで多数の著名音楽家を招いてきました。

今回の演奏会は、『［能］－能により脳感覚を呼び覚ますマルチコンサート－』

というタイトルにより、宝生流能楽師シテ方、佐野登氏を招いて開催しました。

『羽衣』（抜粋）を鑑賞した後、小鼓及び笛の体験演奏、また全員で現代風アレ

ンジによる「謡」を体験するなど、充実した内容の演奏会になりました。
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３
度
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
、

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
に
合
格
。

管
理
栄
養
士
と
し
て

自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
。

心
新
た
に
、使
命
感
に
燃
え
て
い
ま
す
。

中
村
学
園
大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
で
栄
養
士
と
し
て
５

年
目
を
迎
え
る
高
田
理
恵
さ
ん
は
、
今
年
３
月
２５
日
に
行
わ

れ
た
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
に
挑
戦
し
て
見
事
合
格
！

短

大
卒
業
後
、
働
き
な
が
ら
１３
科
目
も
の
受
験
勉
強
に
励
み
、

度
重
な
る
ケ
ガ
や
ト
ラ
ブ
ル
を
克
服
し
て
の
快
挙
で
し
た
。

「
今
回
も
時
間
が
無
く
て
短
期
集
中
で
し
た
。
休
み
返
上
で

勉
強
に
励
み
、
合
格
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と
話

す
高
田
さ
ん
に
、
合
格
ま
で
の
道
の
り
を
伺
い
ま
し
た
。

今
回
３
度
目
の
受
験
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
ま
で
の

道
の
り
は
、
正
直
に
言
っ
て
苦
難
の
連
続
で
し
た
。
１

年
目
は
、
幼
稚
園
の
引
っ
越
し
と
重
な
り
、
打
ち
合
わ

せ
や
作
業
な
ど
で
目
の
回
る
よ
う
な
忙
し
さ
の
な
か
で

受
験
勉
強
。
し
か
も
、
試
験
日
の
前
日
に
は
、
引
っ
越

し
作
業
中
に
右
手
の
中
指
を
骨
折
し
て
し
ま
い
、
結
局
、

受
験
を
断
念
し
ま
し
た
。
こ
の
年
は
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
受
験
で
き
る
最
後
の
年
だ
っ
た
の
で
、
本
当
に
悔
や

ま
れ
た
も
の
で
す
。

２
度
目
は
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
受
験
。
教
科
書
を

買
い
直
し
、
大
学
で
勉
強
の
仕
方
を
相
談
し
な
が
ら
勉

強
を
進
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
仕
事
で
の
悩
み
が
重

な
り
体
調
を
崩
し
が
ち
で
、
な
か
な
か
勉
強
が
は
か
ど

り
ま
せ
ん
。試
験
日
で
さ
え
も
、会
場
に
い
る
の
が
や
っ

と
の
体
調
。
も
ち
ろ
ん
、
不
合
格
。
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で

し
ば
ら
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
が
３
度
目
の
挑
戦
。
寝
る
時
間
を
惜

し
ん
で
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
し
た
が
、
寝
不
足
で
仕
事

に
響
き
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
勉
強
の
や
り
方
を
修
正

し
て
、
往
復
３
時
間
の
通
勤
時
間
を
最
大
限
有
効
に
使

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
休
み
は
返
上
で
す
。

時
間
が
な
い
か
ら
、
参
考
書
は
１
度
読
ん
だ
ら
確
実
に

覚
え
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
友
達
や
先
生
に
聞
い
て
ひ

と
つ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
の

講
習
会
や
専
門
学
校
の
夏
期
講
習
へ
も
積
極
的
に
参
加
。

体
調
管
理
も
徹
底
し
、
予
防
接
種
は
早
め
に
受
け
、
試

験
前
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
番
当
日
。
試
験
会
場
で
は
、
井
上
寛
七

園
長
先
生
の
「
勢
い
に
の
れ
ば
大
丈
夫
！
」
と
い
う
励

ま
し
の
言
葉
や
、
恩
師
の
城
田
知
子
先
生（
短
期
大
学

部
教
授
）の
「
と
に
か
く
、
自
分
を
信
じ
な
さ
い
。
そ

し
て
、
受
か
っ
た
自
分
を
想
像
し
な
さ
い
。
落
ち
る
と

思
っ
た
ら
落
ち
る
し
、
受
か
る
と
思
っ
た
ら
受
か
る
」

と
い
う
力
強
い
言
葉
を
、
何
度
も
何
度
も
頭
に
思
い
浮

か
べ
ま
し
た
。

高
校
時
代
に
父
が
糖
尿
病
に
罹
っ
て
以
来
、
管
理
栄

養
士
に
な
る
こ
と
が
夢
で
し
た
。
今
、
７
年
越
し
の
夢

が
叶
い
、
こ
れ
か
ら
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
管
理
栄
養
士
と
し
て
、
今
の
自
分
に
何
が
で

き
る
の
か
。
使
命
感
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
在
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
素
晴
ら
し

い
先
生
方
に
囲
ま
れ
て
思
い
き
り
勉
強
が
で
き
る
学
生

時
代
の
環
境
が
ど
ん
な
に
ぜ
い
た
く
で
貴
重
な
も
の
か

を
知
っ
て
ほ
し
い
。
私
も
、
卒
業
後
に
勉
強
し
直
す
体

験
を
し
て
初
め
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
。

２００３年
短期大学部食物栄養科卒業

中村学園大学付属
あさひ幼稚園 管理栄養士

高田 理恵さん
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　中
村学
園の教

員によるちょこっとコラム

CELERY+CELERY+
セ ロ リ プ ラ ス�

特 集 2

（
志
す
と
こ
と
は
道
な

り
）

（
料
理
の
極
意
そ
れ
は
、

研
究
と
愛
情
と
真
心
）

（
反
復
、三
復
）

学校における私の使命は見た目
も味もおいしい料理が作れる栄養
士を育てること。美味しい料理が
作れるようになるには調理技術の
向上や理論を勉強することはもち
ろんであるが一番のポイントはお
いしい料理を食べ歩くことである。
自分の舌にお金をかけ、評判のお
店のおいしい味を舌で覚え脳に記
憶することである。
今まで私がかかわってきた偉大
な料理長３人の言葉を紹介する。

馬場 久
日本の西洋料理を築いた一人であり
東京オリンピック総料理長や JAL ホ
テルシステムの総料理長として世界
中に JAL ホテルを作られ、さらに中
村ハル先生とも深い親交があった。

村上信雄
東京帝国ホテルの総料理長で東京オ
リンピックの料理長もされた。

嶋村光夫
東京ロイヤルパークホテルの総料理
長をされ、勲章をつけた料理長とし
て料理人の社会的地位向上に努力さ
れた。

寮でのクリスマスパーティー（ハル先生を囲んで）

昭
和
３３
年
、
２
回
生
と
し
て
短
大
に
入
学

し
、
出
来
た
ば
か
り
の
今
川
寮
に
入
り
ま
し

た
。
当
時
、
ハ
ル
先
生
は
、
隔
月
に
行
わ
れ

て
い
た
学
生
の
お
誕
生
日
会
に
は
必
ず
顔
を

出
し
て
く
だ
さ
っ
て
。
手
み
や
げ
に
キ
ャ
ラ

メ
ル
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
り
、
足
が

お
悪
い
の
に
２
階
に
あ
が
り
、
一
緒
に
歌
っ

て
楽
し
ん
だ
も
の
で
す
。
毎
年
恒
例
の
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
も
必
ず
挨
拶
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
よ
。
思
い
出
深
い
修
学

旅
行
は
、
ハ
ル
先
生
の
お
考
え
か
ら
、
国
立

栄
養
研
究
所
や
味
の
素
の
工
場
、
老
人
ホ
ー

ム
の
見
学
に
加
え
、
東
京
タ
ワ
ー
や
鎌
倉
の

大
仏
へ
も
行
き
ま
し
た
。
実
践
の
現
場
を
見

る
機
会
は
、
当
時
と
し
て
は
大
変
珍
し
い
こ

と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
博
多
駅

ま
で
見
送
り
に
来
て
く
だ
さ
り
、
５０
円
ぐ
ら

い
の
お
菓
子
を
み
ん
な
に
手
渡
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
ハ
ル
先

生
の
強
い
お
勧
め
で
助
手
と
し
て
、
大
学
に

残
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
助
手
に
な
っ
て

か
ら
ハ
ル
先
生
は
、
と
て
も
身
近
な
存
在
か

ら
、
殿
上
人
の
よ
う
な
存
在
へ
と
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
助
手
時
代
に
は
ベ
テ
ラ
ン
の

助
手
が
出
払
っ
て
い
な
い
と
き
な
ど
３
０
０

人
ぐ
ら
い
の
大
人
数
の
前
で
、
ハ
ル
先
生
に

よ
る
調
理
実
習
の
サ
ポ
ー
ト
役
を
務
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
失
敗
を
し

で
か
し
ま
し
た
。
鯛
の
姿
焼
き
を
作
る
時
、

し
っ
ぽ
を
浮
か
し
て
焼
く
た
め
、
ハ
ル
先
生

・

・

が
「
大
根
を
持
っ
て
来
て
」
と
言
っ
た
の
で
・

・

す
が
、
そ
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
ず
『
ラ
イ

・

・
ポ
ン
エ
フ
』
と
い
う
台
所
用
洗
剤
を
手
渡
し

て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。「
こ
ん
な
こ
と
も
知

ら
ん
で
�
」
と
大
観
衆
の
中
で
怒
ら
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
別
の
講
習
会
で
は
、

ナ
ス
の
ぶ
ど
う
煮
を
作
っ
て
い
る
時
に
、
フ

タ
を
あ
け
て
調
味
料
を
手
渡
し
た
の
で
す
が
、

ハ
ル
先
生
は
説
明
に
夢
中
で
、
さ
ら
に
大
元

の
フ
タ
を
開
け
て
し
ま
い
、
料
理
の
上
に
ド

バ
ッ
と
調
味
料
が
…
…
な
ん
て
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
も
の
す
ご
く
怒
ら
れ

る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
後
に
は
、
必
ず
ア
イ

ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
買
っ
て
く
だ
さ
る
ん
で

す
よ
。

ハ
ル
先
生
は
、今
思
う
に
、と
に
か
く
根
っ

か
ら
の
教
育
者
で
し
た
。
料
理
が
好
き
で
、

教
え
る
こ
と
が
大
好
き
。
と
に
か
く
丁
寧
で

手
を
抜
か
な
い
。
手
を
抜
か
な
い
こ
と
は
、

と
て
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
今
で
も
肝
に

銘
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
ハ
ル
先
生
が
身

を
持
っ
て
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
建
学
の
精
神
、

と
く
に「
形
は
心
の
現
れ
で
あ
る
」や
�
努
力

の
上
に
花
が
咲
く
�
を
若
い
人
た
ち
が
受
け

継
い
で
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

DVD
学園祖中村ハルの生涯［原点。］

オープニング・メッセージ

あなたは あなたの人生に
どのような花を 咲かせますか

その花の種に 出会えたのは
いつですか

しっかり水を あげていますか
しっかり太陽に 向かっていますか

どんなに 暑い日がつづいても
どんなに 寒い日がつづいても
どんなに 強い風が吹きつけても

あなたの花をまっすぐに見つづけ
その蕾みを育ててください

おいしいと感じる場所 ２
短期大学部食物栄養学科 教授

管理栄養士 松隈 紀生

ハハハハハハハハハハハハハハルルルルルルルルルルルルルル先先先先先先先先先先先先先先生生生生生生生生生生生生生生はははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、根根根根根根根根根根根根根根っっっっっっっっっっっっっっかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららのののののののののののののの教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育者者者者者者者者者者者者者者。。。。。。。。。。。。。。
手手手手手手手手手手手手手手をををををををををををををを抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜抜かかかかかかかかかかかかかかなななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいこここここここここここここことととととととととととととと、、、、、、、、、、、、、、そそそそそそそそそそそそそそししししししししししししししてててててててててててててて建建建建建建建建建建建建建建学学学学学学学学学学学学学学のののののののののののののの精精精精精精精精精精精精精精神神神神神神神神神神神神神神
大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切ななななななななななななななここここここここここここここととととととととととととととをををををををををををををを教教教教教教教教教教教教教教ええええええええええええええててててててててててててててくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたた。。。。。。。。。。。。。。

１９６０年中村栄養短期大学卒業
短期大学部長

城田 知子教授

Vol.3
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今
年
の
県
リ
ー
グ
２
部
で
は
、
見
事
優
勝
。

仲
良
く
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
部
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

昨
年
１０
月
の
九
州
リ
ー
グ
３
部
優
勝
に
続
き
、今
年
の
５
月
に
行
わ
れ

た
県
リ
ー
グ
２
部
で
優
勝
し
、１
部
に
昇
格
し
た
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
。

現
在
部
員
は
、な
ん
と
１
０
１
名
。毎
週
、火
、木
、土
が
練
習
日
で
、春
と

夏
に
は
２
泊
３
日
の
強
化
合
宿
を
行
っ
て
い
ま
す
。

体
育
館
の
中
は
元
気
な
か
け
声
が
響
い
て
い

ま
す
。女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
練
習
は
毎
週

火
・
木
曜
の
午
後
４
時
半
か
ら
８
時
、土
曜
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
。毎
回
３０
〜

４０
名
の
部
員
が
参
加
し
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
た
後
、パ
ス
・
ス
パ
イ
ク
、チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
試
合
形
式
の
練
習
な
ど
、て
き
ぱ
き

と
し
た
練
習
風
景
で
す
。

「
と
に
か
く
、み
ん
な
仲
良
く
、楽
し
め
る
雰

囲
気
作
り
を
し
て
い
ま
す
。練
習
に
し
て
も
、経

験
者
だ
け
で
な
く
初
心
者
も
ボ
ー
ル
に
さ
わ
り
、

バ
レ
ー
に
親
し
め
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」と
、

は
き
は
き
と
し
た
口
調
で
話
す
の
は
部
長
の
江

崎
奏
子
さ
ん
。今
年
５
月
の
県
リ
ー
グ
２
部
の

優
勝
は
、選
手
だ
け
で
な
く
、ベ
ン
チ
、応
援
し

て
く
れ
る
Ｏ
Ｂ
や
後
輩
、部
員
の
家
族
ま
で
も

が
一
体
と
な
っ
て
喜
び
合
い
ま
し
た
。「
一
つ
ひ

と
つ
の
試
合
を
一
生
懸
命
や
り
抜
き
、勝
利
し

た
時
の
喜
び
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」と
話
す
部

員
た
ち
は
、７
月
の
五
大
学
リ
ー
グ
に
向
け
、

最
後
の
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

５
月
１８
日
�
ア
ク
ロ
ス
福
岡
４
階
の

囲
碁
サ
ロ
ン
「
竹
風
庵
」
で
、
N
H
K

教
育
テ
レ
ビ
「
梅
沢
由
香
里
の
レ
ッ
ツ

碁
」
講
師
と
し
て
も
有
名
な
梅
沢
由
香

里
プ
ロ
を
迎
え
て
の
多
面
打
ち
が
行
わ

れ
、本
学
囲
碁
部
の
勝
田
亮
介
さ
ん（
流

通
科
学
部
１
年
）と
中
村
学
園
三
陽
高

校
囲
碁
部
の
石
橋
祥
太
さ
ん
、
竹
下
直

樹
さ
ん（
と
も
に
高
３
）の
３
名
が
特
別

参
加
し
ま
し
た
。
梅
沢
先
生
と
の
今
回

の
対
局
は
、
梅
沢
先
生
の
師
匠
、
加
藤

正
夫
氏
の
後
援
会
「
加
正
会
」
に
本
学

の
中
村
量
一
理
事
長
が
属
す
る
縁
か
ら

実
現
し
た
も
の
で
す
。

３
人
は
ア
マ
五
段
の
腕
前
で
、
全
国

大
会
常
連
の
三
陽
高
校
を
支
え
て
き
た

囲
碁
部
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
梅
沢
プ
ロ

と
の
対
局
に
緊
張
を
隠
せ
な
い
様
子
で

し
た
が
、
対
局
が
始
ま
る
と
さ
す
が
！

一
気
に
集
中
力
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

「
み
ん
な
す
ご
い
ね
、
強
い
！
」
と
梅

沢
先
生
も
驚
く
ほ
ど
の
腕
前
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

「
梅
沢
先
生
と
対
局
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
対
局
を
聞
か
さ
れ
て
か

ら
、
ず
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し

た
」
と
勝
田
さ
ん
。
石
橋
さ
ん
と
竹
下

さ
ん
も
「
緊
張
し
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
」
と
満
ち
足
り
た
表
情
で
し
た
。
善

戦
す
る
３
名
に
、
観
戦
し
て
い
た
囲
碁

サ
ロ
ン
の
皆
さ
ま
か
ら
も
「
頑
張
っ
て

も
ら
っ
て
、
福
岡
か
ら
本
因
坊
を
出
し

た
い
ね
」
な
ど
温
か
い
声
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

小
学
生
へ
の
囲
碁
教
育
や
マ
ン
ガ

「
ヒ
カ
ル
の
碁
」
の
監
修
な
ど
、
囲
碁

を
通
し
て
青
少
年
育
成
に
取
り
組
む
梅

沢
先
生
か
ら
は
「
囲
碁
の
場
合
は
�
棋

道
�
と
言
う
よ
う
に
、
日
本
で
は
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
�
道
�
を
付
け
ま
す
。

そ
れ
は
何
か
を
通
し
て
、日
本
の�
心
�

を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
場
合
は
囲
碁
で
す
が
、
何
で
も
い

い
、
何
か
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

日
本
の
�
心
�
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と

真
摯
な
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

梅
沢
先
生
、
囲
碁
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

女子バレー
ボール部

●部員数
／１０１名

（１年４３
名、２年

４０名、

３年１１名
、４年７

名）

●部長／
江崎奏子

（大学人
間発達学

部３年）

女
流
棋
聖
梅
沢
由
香
里
プ
ロ
と

囲
碁
対
局

中
村
学
園
大
学
囲
碁
部

勝
田
亮
介
さ
ん
（
流
通
科
学
部
１
年
）

中
村
学
園
三
陽
高
校
囲
碁
部

石
橋
祥
太
さ
ん
、
竹
下
直
樹
さ
ん（
と
も
に
高
３
）

64

みんな、かわいくて元気いっぱい！

チームに分かれての練習
かけ声が飛び交います

経験者も初心者も、
真剣に楽しみながら

スパイクとブロックの攻防は
まさにバレーの醍醐味
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栄養士�
140人�
70.4％�

総合職他�
48人�

24.1％�

その他�
1人�

0.5％�
委託給食 37人�

病院 37人�

卸小売 8人�
製造17人�

保育園�
14人�

施設 8人� 公務員�
10人�

その他 9人�

卸小売 7人�

製造 22人�

飲食・宿泊�
 7人�

金融・保険 5人�

教育 1人�
情報通信 1人� 中学校1人�

その他 1人�

教員�
10人�
5.0％�

サービス 2人�

病院 1人�
公務員 1人�
その他 1人�

高校 1人�
専門学校 3人�

大学 5人�

総合職�
103人�
58.9％�事務�

29人�
16.6％�

その他�
21人�

12.0％�

卸小売 42人�

サービス・�
飲食�
25人�

情報通信�
7人�

情報通信�
8人�

情報通信 2人�
サービス 3人�

製造�
6人�旅行・運輸 3人�

教育 3人�
建設・住宅・不動産�

7人�

金融・保険�
10人�

金融・保険�
11人�

卸小売 5人�

その他�
21人�

卸小売�
9人�

サービス�
 6人�

公務員 2人�
不動産 1人�
建設 1人�
教育 1人�

製造 2人�

販売�
14人�
8.0％�

SE・�
プログラマー�

8人�
4.6％�

保育士�
43人�

39.4％�

教員�
49人�

45.0％�

総合職他�
17人�

15.6％�

保育園�
37人�

施設 4 人�

公務員 2 人�

公務員 1人�

幼稚園�
48人�

金融・保険 2人�

飲食・宿泊 3人�

情報通信 2人�

医療・福祉 2人� 公務員 2人�
建設 1人�
運輸 1人�

卸小売 4人�

教員�
20人�

76.9％�

総合職他�
6人�

23.1％�

小学校�
14人�

幼稚園�
6人�

教育�
2人�

医療・福祉 1人�

卸小売 1人�

製造 1人�

サービス 1人�

栄養士�
83人�

69.7％�

保育園・幼稚園�
32人�

委託給食�
 20人�

製造�
12人�

病院�
11人�

施設 5人�

公務員 1人�
病院 1人�金融・保険 3人�

飲食・宿泊 4人�

卸小売 5人�

サービス�
 5人�

製造�
 17人�

卸小売 1人�

事務他�
36人�

30.3％�

その他 2人�

事務�
79人�

50.3％�

販売�
43人�

27.4％�

総合職�
13人�
8.3％�

その他�
14人�
8.9％�

営業�
8人�

5.1％�

製造�
10人�

卸小売�
9人�

卸小売�
6人�

サービス�
7人�

サービス�
8人�

サービス�
4人�

金融・保険�
38人�

その他 3人�

卸小売 24人�

卸小売 2人�
建設 2人�
教育 2人�
電気・ガス 1人�
医療・福祉 1人�

製造�
 4人�

運輸 3人�

情報通信 4人�

情報通信 3人�

製造 4人�

教育 1人� 製造 1人�

サービス�
 6人�卸小売 2人�

金融・保険 2人�

運輸�
 6人�

不動産 1人� 医療・福祉 1人�

サービス�
2人�

保育士�
92人�

46.9％�

教員�
99人�

50.5％�

事務・販売他�
5人�

2.6％�

保育園�
85人�

公務員 1人�

施設 5人�
公務員 2人� サービス 1人�

卸小売 1人�
情報通信 1人�

幼稚園�
98人�

医療・福祉 2人�

就職課�
コラム�

大学へ内々定通知が届きました。学生本人からは不採用でした、と報告を受けていた
ので不思議に思い、本人へ確認したところ、合否結果通知期限までに連絡がなかった
ので不採用と受け止めた、とのことでした。このことから考えられる教訓は、先方から連絡
が無かった場合は、自己判断せず、やはり応募者である学生自らが念のために確認して
おくことが望ましい、ということです。第１希望の応募先ならなお更ではないでしょうか。

平成１８年度卒業生

就職
状況

就 職 課

大学96.8%短期大学部98.5%の大健闘�
平成１８年度の学生の就職状況は、求人数は増えていますが、厳選採用や、正社員を減
らし臨時職員を増やすなど、まだまだ厳しい環境があります。そういった中で、本学学
生は大健闘と言えるでしょう。
大人としての基本マナーが身についている学生、在学中に何かに一生懸命チャレンジ

した学生が求められています。
日頃の生活習慣を見直し、早期に自分の進路を検討し準備することが大切です。

大 学

■流通科学科（就職決定率９８．３％）
●就職希望者１７８人／
就職決定者１７５人

今年４期生が卒業しました。決定
率は９８．３％と学科設立以来、最高
値でした。就職先は、一般企業へ
の総合職が５８．９％と最も多く様々
な業界に就職しています。

■人間発達学科 児童発達学専攻
●就職希望者２６人／
就職決定者２６人

（就職決定率１００％）

小学校教員への就職者が倍増しま
した。また、昨年度より、一般企
業への就職希望者が若干増加して
います。

短期大学部

■幼児保育科（就職決定率９９．０％）
●就職希望者１９８人／就職決定者１９６人

これまで、保育士としての就職者が幼稚園教諭
就職者を上回っていましたが、逆転した形とな
りました。

■家政経済科（就職決定率９８．７％）
●就職希望者１５９人／就職決定者１５７人

決定率は９８．７％と近年最高値でした。一般企業
の事務職の割合が最も多く、様 な々業界に就職して
います。その中で金融・保険業が最も多く、また販売
職では卸小売業が半数以上を占めています。

■栄養科学科（就職決定率９３．４％）
●就職希望者２１３人／
就職決定者１９９人

管理栄養士養成施設であるこの学
科は、７０．４％が専門能力を生かし、
栄養士、管理栄養士として就職し
ています。病院・施設では委託化
が進み、委託給食会社での就職が
近年増加しています。

■人間発達学科 幼児発達学専攻
●就職希望者１０９人／
就職決定者１０９人

（就職決定率１００％）

これまで保育士としての就職者が
幼稚園教諭就職者を上回っていま
したが、逆転した形となりました。
就職希望者全員が決定しました。

■食物栄養科（就職決定率９７．５％）
●就職希望者１２２人／就職決定者１１９人

６９．７％が専門能力を生かし栄養士として就職し
ています。保育園・幼稚園では「食育」の導入
が進み、栄養士の活躍の場が増えています。

※平成１９年４月３０日現在

思いがけない？
内々定通知

64
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平成18年度 決算�

学
校
法
人
中
村
学
園�

平
成
18
年
度 

決
算�

平
成
１８
年
度
決
算
は
、去
る
５
月
２９
日
の
理
事
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
、評
議
員
会
に
報
告
し
、意
見
を
伺

い
ま
し
た
。平
成
１８
年
度
予
算
は
、第
３
次
中
期
総
合

計
画（
平
成
１８
年
度
〜
平
成
２２
年
度
）の
ス
タ
ー
ト
年

と
し
て
、平
成
１７
年
度
予
算
の
執
行
状
況
を
検
証
し
、

学
園
各
学
校
の
平
成
１８
年
度
事
業
計
画
達
成
に
向
け
、

事
業
を
行
い
、そ
の
決
算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
資
金
収
支
計
算
書
」
表
‐
１

●
収
入
の
部

１

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

決
算
は
、５２
億
５
、１
０
０
万
円
で
予
算
に
対
し

て
７
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。前
年
度
に

対
し
て
は
７
、９
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
で
保
育
料
を
値
上
げ
改
定
し
ま
し
た
。

２

手
数
料
収
入

手
数
料
収
入
は
１
億
７
、８
０
０
万
円
で
予
算

に
対
し
て
７
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

３

補
助
金
収
入

補
助
金
総
額
は
１３
億
１
、０
０
０
万
円
で
、予
算

に
対
し
て
１
億
４
、４
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま

し
た
。国
庫
補
助
金
収
入
は
、大
学
・
短
大
に
お
い
て

経
常
費
補
助
金
が
４
億
５
、９
０
０
万
円
交
付
に

な
り
、研
究
設
備
整
備
費
補
助
５
０
０
万
円
、特
色

あ
る
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
、８
０
０
万
円
交
付

さ
れ
ま
し
た
。地
方
公
共
団
体
補
助
金
収
入
は
、高

校
・
中
学
・
幼
稚
園
に
経
常
費
補
助
金
８
億

２
、１
０
０
万
円
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

４

資
産
運
用
収
入

資
産
運
用
収
入
は
２
億
９
、６
０
０
万
円
で
、予

算
に
対
し
て
６
、０
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し

た
。資
金
の
効
果
的
運
用
を
図
り
、基
金
収
入
・
受

取
利
息
収
入
が
２
億
８
、３
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

５

事
業
収
入

事
業
収
入
は
３
億
１
、６
０
０
万
円
で
、予
算
に

対
し
て
、１
、５
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

中
村
学
園
事
業
部
か
ら
の
寄
付
金
が
２
、５
５
０

万
円
、「
日
中
薬
膳
・
機
能
性
博
覧
会
」協
賛
金
収
入

が
５
、２
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

６

借
入
金
等
収
入

借
入
金
収
入
は
７
億
１
、０
０
０
万
円
で
、大

学
・
短
期
大
学
部
の
新
校
舎
建
築
資
金
と
し
て
、予

算
と
同
額
の
借
入
と
な
り
ま
し
た
。

７

前
受
金
収
入

前
受
金
収
入
は
平
成
１９
年
度
入
学
生
が
増
加
し
、

前
受
金
が
１２
億
７
０
０
万
円
で
、予
算
額
に
対
し

て
９
、２
０
０
万
円
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

●
支
出
の
部

１

人
件
費
支
出

人
件
費
支
出
は
３７
億
９
、７
０
０
万
円
で
、予
算

に
対
し
て
４
、５
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

退
職
金
は
１
億
７
、２
０
０
万
円
で
前
年
度
に
対

し
て
３
、６
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

２

教
育
研
究
経
費
支
出

大
学
・
短
期
大
学
部
で
は
、特
色
あ
る
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
費
、ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ（
自
学
自
習
）シ
ス
テ

ム
の
導
入
、図
書
館
・
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
の
開
館

時
間
延
長
、就
職
支
援
体
制
の
強
化
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
な
ど
、女
子
中
高
で
は
、特
進
Ｖ
コ
ー
ス
設
置

に
伴
う
進
路
指
導
強
化
費
、保
護
者
の
携
帯
電
話

か
ら
の
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
利
用
費
、三
陽
中
高
で

は
、教
務
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
更
新
等
を
実
施

し
ま
し
た
。

３

施
設
・
設
備
関
係
支
出

表
‐
２

４

資
産
運
用
支
出

�
大
学
・
短
期
大
学
部
に
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産

の
組
入

�
女
子
中
高
に
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
の
組
入

�
減
価
償
却
額
の
累
計
額
に
見
合
う
施
設
設
備
引
当

特
定
資
産
を
積
立

�
中
村
ハ
ル
育
英
奨
学
基
金
、中
村
学
園
国
際
交
流
基

金
、中
村
学
園
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
基
金
、中
村
学

園
特
別
奨
学
基
金
に
組
入
を
行
い
ま
し
た
。

「
消
費
収
支
計
算
書
」
表
‐
３

●
消
費
収
入
の
部

１

帰
属
収
入
合
計

決
算
額
は
７５
億
５
、８
０
０
万
円
で
予
算
に
対
し
て

２
億
６
、９
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

２

基
本
金
組
入
額
合
計

基
本
金
組
入
額
は
７
億
２
、９
０
０
万
円
を
組
入

れ
ま
し
た
。

３

消
費
収
入
の
部
合
計

消
費
収
入
の
部
合
計
６８
億
２
、８
０
０
万
円
が
消

費
支
出
に
充
当
で
き
る
金
額
で
、前
年
度
よ
り
４
億

９
、１
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

●
消
費
支
出
の
部

１

消
費
支
出
の
部
合
計

決
算
額
６２
億
８
、６
０
０
万
円
で
予
算
に
対
し
て

１
億
４
、３
０
０
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

●
消
費
収
支
差
額
の
部

消
費
収
入
の
部
合
計
６８
億
２
、８
０
０
万
円
か
ら

消
費
支
出
の
部
合
計
６２
億
８
、６
０
０
万
円
を
差
し

引
く
と
当
年
度
消
費
収
入
超
過
額
が
５
億

４
、２
０
０
万
円
と
な
り
、前
年
度
繰
越
消
費
収
入
超

過
額
１
、３
０
０
万
円
及
び
基
本
金
取
崩
額

７
、２
０
０
万
円
を
加
え
る
と
翌
年
度
繰
越
消
費
収

入
超
過
額
は
６
億
２
、８
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

帰
属
収
支
差
額（
帰
属
収
入
合
計－

消
費
支
出
の

部
合
計
）は
１２
億
７
、１
０
０
万
円
と
な
り
、予
算
に

対
し
て
４
億
１
、２
０
０
万
円
が
増
加
し
ま
し
た
。

収 入 の 部
差 異
△７，６９７，１５０
△７，０３３，０２０
６，０５９，５１３

△１４４，３１２，２９０
△６０，７４４，１０７

△１，３８３，３０１，０２５
△１５，６４６，６８７
△２４，９４４，７２４

０
△９２，００７，０００
６，３６９，１７２
１８，２０５，４０７

△３５
△１，７０５，０５１，９４６

決 算
５，２５１，１６７，１５０
１７８，９１３，０２０
２４，２６０，４８７

１，３１０，４４２，２９０
２９６，８８４，１０７
１，３８３，３０１，０２５
３１６，５６６，６８７
１５９，２７４，７２４
７１０，０００，０００
１，２０７，９０７，０００
１７１，３５０，８２８

△１，３２１，８５５，４０７
２，４９５，４８０，０３５
１２，１８３，６９１，９４６

予 算
５，２４３，４７０，０００
１７１，８８０，０００
３０，３２０，０００

１，１６６，１３０，０００
２３６，１４０，０００

０
３００，９２０，０００
１３４，３３０，０００
７１０，０００，０００
１，１１５，９００，０００
１７７，７２０，０００

△１，３０３，６５０，０００
２，４９５，４８０，０００
１０，４７８，６４０，０００

科 目
学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資金収入調整 勘 定
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計

平成１８年度 主な施設設備の事業表‐２ 平成１８年度 資金収支計算書
平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで

表‐１

支 出 の 部
差 異
４５，８８１，１８９
８１，５４６，３９０
１０，６５４，７６８
１３，８５０

０
１，７８０，０１９
１３，１１３，１００

△１，５５５，３４０，３５６
△２，４５０，０６０

１１，８７０，０００
６，４１６，００５

△３１８，５３６，８５１
△１，７０５，０５１，９４６

決 算
３，７９７，７５８，８１１
１，０９６，９１３，６１０
５４８，７７５，２３２
９，９９６，１５０
４２，２１０，０００
８１５，９８９，９８１
１１８，２７６，９００
２，５４０，７４０，３５６
２１７，８１０，０６０

△１９９，５７６，００５
３，１９４，７９６，８５１
１２，１８３，６９１，９４６

予 算
３，８４３，６４０，０００
１，１７８，４６０，０００
５５９，４３０，０００
１０，０１０，０００
４２，２１０，０００
８１７，７７０，０００
１３１，３９０，０００
９８５，４００，０００
２１５，３６０，０００
（６，０３０，０００）
１１，８７０，０００

△１９３，１６０，０００
２，８７６，２６０，０００
１０，４７８，６４０，０００

科 目
人 件 費 支 出
教育研究経費 支 出
管 理 経 費 支 出
借入金等利息 支 出
借入金等返済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出

［ 予 備 費 ］
資金支出調整 勘 定
次年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

事 業 内 容

新校舎新築工事（旧西３号館跡地）
城南寮北側隣地取得
西４号館パソコン教室改修工事
西４号館情報処理準備室改造工事
東２号館４階（４０２Ｒ、４０３Ｒ）LAN電源配線工事
講義室（５教室）液晶プロジェクター設置工事
中央南館１０９示範室空調機器取替工事
学友会館ステージホール空調設備工事
音楽館トイレ改修工事
中央本館北側モクレン花壇改修工事
西１号館北側築山法面表土補修及び土留工事
アニマルセンター冷房室外機取替
東１号館ベーカリーショップ設置
城南寮（旧館）トイレ改修工事
西３号館解体工事
西４号館パソコン機器更新（リース料）
東２号館４階（４０２Ｒ、４０３Ｒ）LANパソコン機器更新（リース料）
ｅラーニングシステム機器
走査電子顕微鏡用クールステージ及び画像解析装置
新校舎（西６号館）講義室 机・椅子

グラウンド整備工事
教室等の照明機器増設工事
車輌購入

１階倉庫外部で入り口設置工事
印刷室移設工事
情報処理室空調設備工事
校舎屋上防水工事（年次計画）
高校棟トイレブース改修工事
教務システム機器導入
校内放送設備の取替

園舎南側庇設置工事
植木植栽工事

保育室空調設備設置工事
正門改修及びカメラ付インターホーン設置工事

区 分

大学院・大学・
短期大学部

女子中学校・
高等学校

三陽中学校・
高等学校

あさひ幼稚園

壱岐幼稚園

64

（単位／円）

（単位／円）
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平成18年度 決算�

「
貸
借
対
照
表
」
表
‐
４

１

資
産
の
部
合
計

総
額
は
３
６
０
億
５
、５
０
０
万
円
で
前
年
度
と

比
較
し
て
、１９
億
２
、４
０
０
万
円（
５
・
６
％
）増
加

し
ま
し
た
。

�
固
定
資
産

土
地
、図
書
は
取
得
に
よ
り
増
加
、建

物
、構
築
物
、機
器
備
品
、車
輌
は
減
価
償
却
に
よ

り
減
少
し
ま
し
た
。有
価
証
券
は
取
得
に
よ
り
増
加

し
ま
し
た
。大
学
・
短
大
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
、

女
子
中
高
校
舎
改
築
引
当
特
定
資
産
は
組
入
れ
に

よ
り
施
設
設
備
引
当
特
定
資
産
が
積
立
に
よ
り
増

加
し
ま
し
た
。

�
流
動
資
産

現
・
預
金
、有
価
証
券
、未
収
入
金
が

増
加
し
ま
し
た
。

２

負
債
の
部
合
計

総
額
は
４１
億
２
、０
０
０
万
円
で
前
年
度
と
比
較

し
て
、６
億
５
、２
０
０
万
円（
１８
・
８
％
）増
加
し
ま

し
た
。

�
固
定
負
債

長
期
借
入
金
が
５
億
９
、６
０
０
万

円
増
加
し
、退
職
給
与
引
当
金
は
４
０
０
万
円
減

少
し
ま
し
た
。

�
流
動
負
債

短
期
借
入
金
が
７
、１
０
０
万
円
増

加
、未
払
金
が
経
費
の
関
係
で
１
、６
０
０
万
円
減

少
し
ま
し
た
。

３

基
本
金
の
部
合
計

第
１
号
基
本
金
は
、土
地
・
建
物
・
構
築
物
の
取
得

等
、第
２
号
基
本
金
は
大
学
・
短
大
校
舎
改
築
引
当
特

定
資
産
３
億
円
、女
子
中
高
校
舎
改
築
引
当
特
定
資

産
２
億
円
、第
３
号
基
本
金
は
中
村
ハ
ル
育
英
奨
学
基

金
１
２
８
万
円
、中
村
学
園
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
基

金
５０
万
円
、中
村
学
園
国
際
交
流
基
金
３
、０
０
０
万

円
、中
村
学
園
特
別
奨
学
基
金
４
、０
０
０
万
円
が
増

加
し
ま
し
た
。

４

消
費
収
支
差
額
の
部

翌
年
度
繰
越
消
費
収
入
超
過
額
が
６
億

２
、８
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
産
の
部
合
計
３
６
０
億
５
、５
０
０
万
円
か
ら

負
債
の
部
合
計
４１
億
２
、０
０
０
万
円
を
差
し
引
い
た

純
資
産
額
は
３
１
９
億
３
、４
０
０
万
円
で
前
年
度

よ
り
１２
億
７
、０
０
０
万
円
増
え
ま
し
た
。

以
上
、平
成
１８
年
度
決
算
概
要
で
す
が
、お
蔭
様
で

健
全
な
財
政
が
維
持
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
学
園
各
学

校
の
後
援
会
、同
窓
会
等
、教
職
員
及
び
学
園
の
教
育

研
究
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
皆
様
方
の
ご

支
援
・
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
消
費
収
支
の
均
衡
を
図
り
、学
生
の
満
足

度
を
高
め
つ
つ
教
育
研
究
の
充
実
と
財
政
の
健
全
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

注記事項
１．重要な会計方針

�引当金の計上基準
徴収不能引当金

未収入金の徴収不能に備えるため、個別に

見積もった徴収不能見込額を計上することとし

ている。

退職給与引当金

退職金の支給に備えるため、法人本部・大

学・短 期 大 学 部 は 期 末 要 支 給 額

１，３１７，９５９，０００円を基にして、私立大学退職

金財団に対する掛金の累積額と交付金の累

積額との繰入調整額を加減した金額の１００％

を計上している。高等学校以下は、期末要支給

額１，０８７，２３４，０００円から私学退職金団体から

の交付金相当額を控除した金額の１００％を計

上している。

�その他の重要な会計方針
有価証券の評価基準及び評価方法

移動平均法に基づく原価法である。

外貨建資産の換算基準

外貨建長期金銭債権については、取得時の

為替相場により円換算している。

所有権移転外ファイナンス・リースの処理方法

リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取引に

ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっている。

預り金その他の経過項目に係る収支の表示方法

預り金に係る収入と支出は、相殺して表示し

ている。

２．重要な会計方針の変更等について なし

３．減価償却額の累計額の合計額

８，８９０，４８６，９０３円

４．徴収不能引当金の合計額 ０円

５．担保に供されている資産の種類及び額

土 地 １，１５４，４６９，２１６円

建 物 ６１３，１０９，８３８円

計 １，７６７，５７９，０５４円

６．翌会計年度以後の会計年度において基本金

への組入れを行うこととなる金額

１，０９７，１４０，０００円

平成１８年度 消費収支計算書
平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで

表‐３

消費支出の部
差 異
３９，７３２，９４４
（６３０，１５５）
８２，８０５，０３２
（１，２５８，６４２）
１２，３５４，６１１
（１，６９９，８４３）

１３，８５０
△２３７，６７７
８，６９０，０００

１４３，３５８，７６０

決 算
３，７９３，６７７，０５６
（１１８，８７９，８４５）
１，６９６，２１４，９６８
（５９９，３０１，３５８）
６２４，６３５，３８９
（７５，８６０，１５７）
９，９９６，１５０
１６１，８５７，６７７

６，２８６，３８１，２４０
５４２，１６９，１９６
１３，９７３，６９４
７２，７０７，２３６
６２８，８５０，１２６

予 算
３，８３３，４１０，０００
（１１９，５１０，０００）
１，７７９，０２０，０００
（６００，５６０，０００）
６３６，９９０，０００
（７７，５６０，０００）
１０，０１０，０００
１６１，６２０，０００
８，６９０，０００

（９，２１０，０００）
６，４２９，７４０，０００
５７，２２０，０００
１３，９７０，０００
７０，２７０，０００
１４１，４６０，０００

科 目
人 件 費
（退職給与引当金繰入額）
教 育 研 究 経 費
（ 減 価 償 却 額 ）
管 理 経 費
（ 減 価 償 却 額 ）
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額

［ 予 備 費 ］
消費支出の部 合 計
当年度消費収入超過額
前年度繰越消費収入超過額
基 本 金 取 崩 額
翌年度繰越消費収入超過額

貸 借 対 照 表
平成１９年３月３１日

表‐４

資 産 の 部
増 減（△）
１，１１４，１９９，２１６
１０４，４７０，０２１
６１，２０５，０００

△５６０，０２５，１１５
△３４，２３１，０５４
△５２，３３６，３０８
△６，２１７，８２８
２１，６２３，８１６
△３，６８１，４９０
６７８，１３３，０００
１，００９，７２９，１９５

０
７８，２４０，３９５

０
８，８００
０

△７００，０００
３００，０００，０００
２００，０００，０００
７１，７８０，０００
△６，０００，０００
３６６，４００，０００
８０９，９７３，５７２
６９９，３１６，８１６
１００，３６６，８３９

０
９，８２０，５１５
１００，０００
１，１７４，８２９
△８０５，４２７

１，９２４，１７２，７８８

負 債 の 部
増 減（△）
５９２，７０８，２４５
５９６，７９０，０００
△４，０８１，７５５
５９，７５８，２８３
７１，０００，０００
△１６，３１８，７３９
３，６１１，２００
１，４６５，８２２
６５２，４６６，５２８

基 本 金 の 部
増 減（△）
８５，０４９，８２８
５００，０００，０００
７１，７８０，０００

０
６５６，８２９，８２８

消費収支差額の部
増 減（△）
６１４，８７６，４３２
６１４，８７６，４３２

増 減（△）
１，９２４，１７２，７８８

前年度末
３１，２３２，０５６，６４４
２０，２４２，２６６，９４９
８，００１，７６９，８６１
９，５５４，４５１，７２３
５７４，９２５，７４４
６７０，５０４，０７２
７０，６３８，９８２

１，３５４，１７７，９２５
１３，６４６，１４２
２，１５２，５００

１０，９８９，７８９，６９５
２，８７９，６４４

２，５９２，４９３，０９１
２０，０００，０００
３９，２０４，５４０
４４０，１００
７００，０００

６００，０００，０００
１，０００，０００，０００
５０３，７０９，４１７
１，４６６，０００，０００
４，７６４，３６２，９０３
２，８９９，４６３，７７７
２，４９５，４８０，０３５

１１０
２９４，１０９，１８０
１０７，７３９，０９２

０
１，２５９，４４６
８７５，９１４

３４，１３１，５２０，４２１

前年度末
１，８５４，４１９，９６８
３８７，１４０，０００
１，４６７，２７９，９６８
１，６１３，８０９，７４８
４２，２１０，０００
２１４，６３５，２９８
１，２０４，２９５，８００
１５２，６６８，６５０
３，４６８，２２９，７１６

前年度末
２８，１３５，６０７，５９４
１，６００，０００，０００
５０３，７０９，４１７
４１０，０００，０００

３０，６４９，３１７，０１１

前年度末
１３，９７３，６９４
１３，９７３，６９４

前年度末
３４，１３１，５２０，４２１

本年度末
３２，３４６，２５５，８６０
２０，３４６，７３６，９７０
８，０６２，９７４，８６１
８，９９４，４２６，６０８
５４０，６９４，６９０
６１８，１６７，７６４
６４，４２１，１５４

１，３７５，８０１，７４１
９，９６４，６５２
６８０，２８５，５００

１１，９９９，５１８，８９０
２，８７９，６４４

２，６７０，７３３，４８６
２０，０００，０００
３９，２１３，３４０
４４０，１００

０
９００，０００，０００
１，２００，０００，０００
５７５，４８９，４１７
１，４６０，０００，０００
５，１３０，７６２，９０３
３，７０９，４３７，３４９
３，１９４，７９６，８５１
１００，３６６，９４９
２９４，１０９，１８０
１１７，５５９，６０７
１００，０００
２，４３４，２７５
７０，４８７

３６，０５５，６９３，２０９

本年度末
２，４４７，１２８，２１３
９８３，９３０，０００
１，４６３，１９８，２１３
１，６７３，５６８，０３１
１１３，２１０，０００
１９８，３１６，５５９
１，２０７，９０７，０００
１５４，１３４，４７２
４，１２０，６９６，２４４

本年度末
２８，２２０，６５７，４２２
２，１００，０００，０００
５７５，４８９，４１７
４１０，０００，０００

３１，３０６，１４６，８３９

本年度末
６２８，８５０，１２６
６２８，８５０，１２６

本年度末
３６，０５５，６９３，２０９

科 目
固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
土 地
建 物
構 築 物
教 育 研 究 用 機 器 備 品
そ の 他 の 機 器 備 品
図 書
車 輛
建 設 仮 勘 定
そ の 他 の 固 定 資 産
電 話 加 入 権
有 価 証 券
収 益 事 業 元 入 金
預 託 金
長 期 積 立 金
敷 金
大学短大校舎改築引当特定資産
女子中高校舎改築引当特定資産
第３号基本金引当資産
退職給与引当特定資産
施設設備引当特定資産

流 動 資 産
現 金 ・ 預 金
有 価 証 券
特 定 金 銭 信 託
未 収 入 金
仮 払 金
前 払 金
立 替 金

資 産 の 部 合 計

科 目
固 定 負 債
長 期 借 入 金
退 職 給 与 引 当 金

流 動 負 債
短 期 借 入 金
未 払 金
前 受 金
預 り 金

負 債 の 部 合 計

科 目
第 １ 号 基 本 金
第 ２ 号 基 本 金
第 ３ 号 基 本 金
第 ４ 号 基 本 金
基 本 金 の 部 合 計

科 目
翌年度繰越消費収入超過額
消費収支差 額 の 部 合 計

科 目
負債の部、基本金の部、消費収支差額の部 合計

消費収入の部

差 異

△７，６９７，１５０

△７，０３３，０２０

４，９４９，６７４

（△１，１０９，８３９）

△１４４，３１２，２９０

△６０，７４４，１０７

△１３，６２９，１９６

△１５，６４６，６８７

△２４，９４４，７２４

△２６９，０５７，５００

△７２，５３２，９３６

△３４１，５９０，４３６

決 算

５，２５１，１６７，１５０

１７８，９１３，０２０

３１，２１０，３２６

（６，９４９，８３９）

１，３１０，４４２，２９０

２９６，８８４，１０７

１３，６２９，１９６

３１６，５６６，６８７

１５９，２７４，７２４

７，５５８，０８７，５００

△７２９，５３７，０６４

６，８２８，５５０，４３６

予 算

５，２４３，４７０，０００

１７１，８８０，０００

３６，１６０，０００

（５，８４０，０００）

１，１６６，１３０，０００

２３６，１４０，０００

０

３００，９２０，０００

１３４，３３０，０００

７，２８９，０３０，０００

△８０２，０７０，０００

６，４８６，９６０，０００

科 目

学生生徒等納 付 金

手 数 料

寄 付 金

（ 現 物 寄 付 金 ）

補 助 金

資 産 運 用 収 入

資 産 売 却 差 額

事 業 収 入

雑 収 入

帰 属 収 入 合 計

基本金組入額 合 計

消費収入の部 合 計

（単位／円）

（単位／円）

（単位／円）
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平成19年度 予算�

学
校
法
人
中
村
学
園�

平
成
19
年
度 

予
算�

平
成
１９
年
度
の
予
算
は
、去
る
３
月
１４
日
の
評
議
員

会
及
び
１９
日
の
理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１９
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、第
３
次
中
期
総

合
計
画（
平
成
１８
年
度
〜
平
成
２２
年
度
）が
ス
タ
ー
ト

し
、２
年
目
の
計
画
を
基
に
、平
成
１９
年
度
の
中
期
総

合
計
画
に
お
け
る
学
校
運
営
計
画
、学
生
目
標
、教
職

員
計
画
に
基
づ
く
事
業
と
い
た
し
ま
し
た
。

私
立
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
、少
子
化
、規
制
緩

和
、Ｉ
Ｔ
革
命
、国
際
化
等
益
々
厳
し
く
な
る
中
、学

生
生
徒
等
の
確
保
が
年
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
環
境
の
中
で
、財
政
基
盤
の
安
定
を
図
る
為
、

学
生
・
生
徒
等
の
満
足
度
を
充
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

建
学
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
と
研
究
の
充
実
を
図
り
、

学
生
・
生
徒
等
の
確
保
と
支
出
の
効
率
化
を
図
る
予
算

編
成
と
し
ま
し
た
。

『
大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
』

○
大
学
・
大
学
院

競
争
的
環
境
化
の
中
で
、活
力
に
富
み
、個
性
輝
く

大
学
を
目
指
す
。

・
人
間
教
育
・
社
会
性
教
育
の
強
化

・
Ｆ
Ｄ
推
進
に
よ
る
学
生
満
足
度
の
高
い
教
育
の
実

施
と
事
前
学
習
・
自
己
学
習
の
た
め
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
強
化

・
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
進
路
指
導
と
就
職
先
の

確
保

・
教
育
研
究
機
関
と
し
て
の
社
会
貢
献
と
国
際
交
流

の
推
進

・
研
究
の
高
度
化
・
活
性
化
・
個
性
化
に
向
け
て
の
各

学
部
・
大
学
院
・
研
究
所
間
研
究
の
連
携
と
産
学
官

連
携
事
業
の
推
進

○
短
期
大
学
部

各
学
科
で
定
め
ら
れ
た
教
育
目
標
に
沿
っ
た
Ｆ
Ｄ
推

進
、新
し
い
学
習
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、並
び
に
自
己
開
発

型
の
教
育
の
強
化
を
図
る
。

・
建
学
の
精
神
に
立
脚
し
、２１
世
紀
を
担
う
人
材
を

養
成
す
る
。

・
短
期
大
学
と
し
て
独
自
性
を
も
っ
た
教
育
を
行
う
。

・
総
合
的
教
育
方
針
を
確
立
し
た
上
で
、各
学
科
の

教
育
方
針
を
達
成
す
る
た
め
の
専
門
分
野
に
応
じ

た
適
切
な
教
育
を
行
う
。

・
社
会
生
活
を
営
む
上
で
の
、社
会
常
識
、基
本
的
な

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
た
活
力
溢
れ
る
人
材
を
育
て
る
。

収
入
の
部
は
、学
生
納
付
金
収
入
で
、学
生
数
の
減

少
等
に
よ
り
減
収
と
な
り
ま
す
。手
数
料
収
入
で
、入

学
検
定
料
収
入
は
志
願
者
数
の
減
少
を
見
込
み
ま
し

た
。補
助
金
収
入
で
は
、経
常
費
補
助
金
収
入
、特
色

あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
補
助
金
、利
子
助
成

補
助
を
計
上
、雑
収
入
に
退
職
金
財
団
交
付
金
収
入

を
計
上
し
ま
し
た
。借
入
金
等
収
入
に
新
校
舎
建
設
の

借
入
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

支
出
の
部
は
、教
育
研
究
経
費
支
出
で
、教
員
の
研

究
費
を
研
究
者
個
人
に
配
分
し
て
い
た
研
究
費
の
一

部
を
学
部
ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
共
同
研

究
の
推
進
を
図
り
ま
す
。特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
費
用
、大
学
基
準
協
会
の
認
証
評
価
を
受
け

る
費
用
、流
通
科
学
部
・
短
期
大
学
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

機
器
の
リ
ー
ス
料
、Ｗ
ｅ
ｂ
履
修
シ
ス
テ
ム
、Ｗ
ｅ
ｂ
成

績
報
告
シ
ス
テ
ム
の
平
成
２０
年
度
稼
動
に
向
け
て
の
費

用
、校
舎
の
耐
震
診
断
費
用
、新
校
舎
へ
の
移
転
費
用
、

大
学
院
生
、学
部
学
生
へ
の
奨
学
金
の
充
実
、就
職
支

援
強
化
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

管
理
経
費
支
出
で
は
、寄
宿
舎
の
耐
震
診
断
費
用

並
び
に
室
内
改
修
費
用
、学
生
募
集
の
強
化
に
伴
う

費
用
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

施
設
設
備
関
係
支
出
表
‐
３

で
は
、新
校
舎
建
設

工
事
、学
友
会
館
・
城
南
寮
ト
イ
レ
改
修（
第
２
期
改

修
工
事
）、セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
空
調
工
事
等
を
計
上
し
ま

し
た
。

資
産
運
用
支
出
に
将
来
の
校
舎
改
築
引
当
資
産
の

組
入
れ
を
計
上
し
ま
し
た
。

『
女
子
中
学
校
・
女
子
高
等
学
校
』

教
育
活
動
の
内
容
充
実
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、教
職
員
が
資
質
の
向
上
に
努
め
、教
育
力
の
向
上

を
目
指
し
、生
徒
や
保
護
者
の
満
足
度
を
高
め
る
教
育

を
行
う
こ
と
を
基
本
に
編
成
し
ま
し
た
。

収
入
の
部
は
、生
徒
納
付
金
収
入
は
前
年
度
か
ら
減

少
を
見
込
み
、補
助
金
収
入
は
生
徒
数
の
増
加
に
よ
り

増
収
を
見
込
み
ま
し
た
。前
受
金
収
入
は
前
年
度
と
同

数
の
入
学
者
数
を
見
込
み
計
上
、県
私
学
教
育
振
興

会
退
職
交
付
金
は
退
職
者
の
増
に
伴
い
増
収
を
見
込

み
計
上
し
ま
し
た
。

支
出
の
部
は
、教
育
研
究
経
費
支
出
で
教
員
の
海

平成１９年度 資金収支予算書
平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで

表‐１ 平成１９年度 主な施設設備の事業表‐３

事 業 内 容

新校舎建設費（設計料・工事費）

学友会館トイレ改修工事

東２号館及び東３号館整備工事

講義室（６教室）・実験室（４０８Ｒ）へ液晶プロ

ジェクター設置工事

１０９R示範室映像装置設置工事

体育館メインフロアーにプロジェクター設置工事

健康増進センター LAN設備設置工事

新校舎移転跡地利用計画設計料

ブックセンター・売店 設計料

曙寮内外装全面改修に係る調査設計料

城南寮（新館）トイレ改修工事

城南寮北側隣地取得に伴う駐輪場整備工事

グラウンド整備及び照明工事

軟式野球部用バッティングゲージ設置工事

前庭池北側モクレン花壇改修工事

新校舎関係機器備品

グランドピアノ買替

セミナーハウス東側宿舎及び食堂空調設備設置

工事

新校舎建設基本設計料

校舎・体育館外壁補修工事

校内放送設備改修

１階園児トイレ改修工事

受水槽取替及びポンプ室移設工事

スクールバス車庫改修工事

旧バス車庫解体

区 分

大学院・大学・

短期大学部

女子中学校・

高等学校

三陽中学校・

高等学校

壱岐幼稚園

収 入 の 部

増 減（△）
△１４０，３１０
△８，３１０
△１４，７１０
６５，９７０
２６，３７０
△９７，０００
△１０，３６０
△４４０，０００
△２８，８７０
３４，７８０
９１，０６０
３８０，７８０
△１４０，６００

前年度予算額
５，２４３，４７０
１７１，８８０
３０，３２０

１，１６６，１３０
２３６，１４０
３００，９２０
１３４，３３０
７１０，０００
１，１１５，９００
１７７，７２０

△１，３０３，６５０
２，４９５，４８０
１０，４７８，６４０

１９年度予算額
５，１０３，１６０
１６３，５７０
１５，６１０

１，２３２，１００
２６２，５１０
２０３，９２０
１２３，９７０
２７０，０００
１，０８７，０３０
２１２，５００

△１，２１２，５９０
２，８７６，２６０
１０，３３８，０４０

科 目
学生・生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前 年 度 繰 越 支 払 資 金
収 入 の 部 合 計

支 出 の 部

増 減（△）
５９，８７０
△４８，２１０
△１０１，８９０
１７，３４０
９８，０００

１，０９９，１５０
１６０，６９０
△２５９，４００
△２３，４４０

０
２３，６８０

△１，１６６，３９０
△１４０，６００

前年度予算額
３，８４３，５９０
１，１７８，４６０
５５３，６００
１０，０１０
４２，２１０
８１７，７７０
１３１，２４０
９８５，４００
２１５，３６０
１７，９００

△１９３，１６０
２，８７６，２６０
１０，４７８，６４０

１９年度予算額
３，９０３，４６０
１，１３０，２５０
４５１，７１０
２７，３５０
１４０，２１０
１，９１６，９２０
２９１，９３０
７２６，０００
１９１，９２０
１７，９００

△１６９，４８０
１，７０９，８７０
１０，３３８，０４０

科 目
人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
〔 予 備 費 〕
資 金 支 出 調 整 勘 定
次 年 度 繰 越 支 払 資 金
支 出 の 部 合 計

64

（単位／千円）

（単位／千円）
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平成19年度 予算�

学生・生徒等�
納付金�
71.2％�

授業料�
47.9％�

入学金�
5.4％�

施設設備資金�
15.0％� 実験実習料�

2.9％�

入学検定料�
2.2％�

国庫補助金�
6.3％�

地方公共団体�
補助金�
10.9％�

補助活動収入�
2.5％�

手数料�
2.3％�

補助金�
17.2％�

事業収入�
2.8％�

その他8.5％�
（寄付金0.3％含む）�

受託・収益事業収入�
0.3％�

基本金�
組入額合計�
36.8％�

2,636,840千円�

学生・生徒等�
納付金�
71.2％�

授業料�
47.9％�

入学金�
5.4％�

施設設備資金�
15.0％� 実験実習料�

2.9％�

入学検定料�
2.2％�

国庫補助金�
6.3％�

地方公共団体�
補助金�
10.9％�

補助活動収入�
2.5％�

手数料�
2.3％�

補助金�
17.2％�

事業収入�
2.8％�

その他8.5％�
（寄付金0.3％含む）�

受託・収益事業収入�
0.3％�

基本金�
組入額合計�
36.8％�

2,636,840千円�

帰属収入�
7,168,570千円�

退職金他　2.1％�

消費支出�
6,200,860千円�

教員等の研究に係る経費　3.0％�

学生・生徒・園児等の授業に係る経費�
3.5％�

学生・生徒・園児の厚生補導に係る経費�
3.2％�

入試業務に係る経費、�
事務部局等の教育用経費�

6.1％�

学生・生徒の募集費�
2.0％�

学生・生徒の寮に係る経費�
1.8％�

総務・経理等管理業務に�
係る経費　2.5％�

減価償却額　1.1％�
その他　0.7％�

人件費�
54.4％�

教育研究経費�
24.0％�

管理経費�
7.4％�

職員人件費�
12.6％�

教員人件費�
39.7％�

帰属収支差額�
13.5％�

967,710千円�

減価償却額�
8.2％�

人件費�
54.4％�

教育研究経費�
24.0％�

管理経費�
7.4％�

職員人件費�
12.6％�

教員人件費�
39.7％�

帰属収支差額�
13.5％�

967,710千円�

減価償却額�
8.2％�

外
研
修
費
、特
進
Ｖ
コ
ー
ス
の
進
路
指
導
強
化
費
を
計

上
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
の
更
新
リ
ー
ス
料
、姉
妹
校
交

流
費
、保
護
者
の
携
帯
電
話
か
ら
の
情
報
発
信
サ
ー
ビ

ス
利
用
費
を
計
上
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
補
修
整
備
工
事
、特

技
奨
学
生
・
育
英
奨
学
生
へ
の
奨
学
金
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

管
理
経
費
支
出
で
は
、広
報
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
費

等
、生
徒
募
集
強
化
費
を
計
上
し
ま
し
た
。資
産
運
用

支
出
に
将
来
の
校
舎
改
築
引
当
資
産
の
組
入
れ
を
計

上
し
ま
し
た
。

施
設
設
備
関
係
支
出
表
‐
３

で
は
、新
校
舎
建
設

基
本
設
計
料
を
計
上
し
ま
し
た
。

『
三
陽
中
学
校
・
三
陽
高
等
学
校
』

「
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、国
際
的
に
広
く

活
躍
で
き
る
社
会
有
為
の
男
子
の
育
成
」の
た
め
に
、

「
体
力
」「
気
力
」「
知
力
」「
生
き
る
力（
経
済
力
）」の
育

成
を
柱
と
し
た
男
子
教
育
の
実
践
に
あ
た
る
こ
と
を
基

本
に
編
成
し
ま
し
た
。

収
入
の
部
は
、生
徒
納
付
金
収
入
及
び
補
助
金
収

入
で
生
徒
数
の
減
少
等
に
よ
り
減
収
を
見
込
み
計
上

し
ま
し
た
。ヨ
ッ
ト
部
の
強
化
の
た
め
、中
村
学
園
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
基
金
収
入
を
計
上
し
ま
し
た
。

支
出
の
部
は
、教
育
研
究
経
費
支
出
で
教
員
の
資

質
向
上
を
図
る
研
修
費
、育
英
奨
学
金
の
充
実
費
、校

舎
・
体
育
館
外
壁
補
修
工
事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。管

理
経
費
支
出
に
お
い
て
は
、生
徒
募
集
強
化
費
を
計
上

し
ま
し
た
。施
設
設
備
関
係
支
出
表
‐
３

で
は
、校
内

放
送
設
備
改
修
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

『
学
園
総
合
』

「
資
金
収
支
予
算
」
表
‐
１

収
入
の
部
は
、学
生
・
生
徒
等
納
付
金
収
入
が
、５１

億
３
０
０
万
円
で
前
年
度
に
対
し
て
学
生
数
・
生
徒

等
の
減
少
に
よ
り
１
億
４
、０
０
０
万
円
減
収
で
計
上

と
な
り
ま
す
。補
助
金
は
１２
億
３
、２
０
０
万
円
で

６
、５
０
０
万
円
の
増
収
を
見
込
み
計
上
、資
産
運
用

収
入
は
２
億
６
、２
０
０
万
円
で
効
率
的
な
運
用
に

努
め
２
、６
０
０
万
円
増
収
を
見
込
み
ま
し
た
。事
業

収
入
は
２
億
３
０
０
万
円
で
前
年
度
か
ら
減
収
で
計

上
、借
入
金
等
収
入
は
２
億
７
、０
０
０
万
円
で
前
年

度
か
ら
４
億
４
、０
０
０
万
円
の
減
少
で
計
上
し
ま
し

た
。当
年
度
収
入
合
計
は
、７４
億
６
、１
０
０
万
円
と

な
り
、こ
れ
に
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
２８
億

７
、６
０
０
万
円
を
加
え
、収
入
の
部
合
計
が
１
０
３

億
３
、８
０
０
万
円
と
な
り
、前
年
度
予
算
に
対
し
て
、

１
億
４
、０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
す
。

支
出
の
部
は
、人
件
費
は
３９
億
３
０
０
万
円
で
前

年
度
か
ら
５
、９
０
０
万
円
増
加
で
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
研
究
経
費
支
出
で
、１１
億
３
、０
０
０
万
円
で
前

年
度
か
ら
４
、８
０
０
万
円
の
減
少
で
計
上
し
ま
し
た
。

管
理
経
費
支
出
に
は
、４
億
５
、１
０
０
万
円
で
１
億

１
０
０
万
円
の
減
少
で
計
上
し
ま
し
た
。施
設
設
備
関

係
で
は
、２２
億
８
０
０
万
円
で
大
学
・
短
大
の
新
校
舎

建
設
費
関
係
を
含
め
、表
３
の
と
お
り
充
実
を
図
り
ま

す
。資
産
運
用
支
出
に
お
い
て
、第
２
号
基
本
金
組
入

れ
に
５
億
円
、特
定
引
当
資
産
に
１
億
４
、６
０
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。当
年
度
支
出
合
計
は
、８６
億

２
、８
０
０
万
円
と
な
り
、次
年
度
繰
越
支
払
資
金
１７

億
９
０
０
万
円
を
加
え
、支
出
の
部
合
計
が
１
０
３

億
３
、８
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

「
消
費
収
支
予
算
」
表
‐
２

消
費
収
入
の
部
で
は
、帰
属
収
入
合
計
が
７１
億

６
、８
０
０
万
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
１
億

２
、０
０
０
万
円
減
収
を
見
込
み
ま
し
た
。基
本
金
組

入
額
合
計
に
第
２
号
基
本
金
組
入
額
と
し
て
大
学
・

短
期
大
学
部
並
び
に
女
子
中
高
の
校
舎
改
築
基
本
金

の
組
入
れ
、こ
れ
を
含
め
た
基
本
金
組
入
額
合
計
２６
億

３
、６
０
０
万
円
を
控
除
し
た
消
費
収
入
の
部
合
計

が
４５
億
３
、１
０
０
万
円
で
消
費
支
出
に
充
当
可
能

な
収
入
で
す
。

消
費
支
出
の
部
は
、人
件
費
が
３９
億
２
０
０
万
円

で
前
年
度
に
比
較
し
て
７
、２
０
０
万
円
の
増
加
、教

育
研
究
経
費
が
１７
億
１
、６
０
０
万
円
で
前
年
度
に

比
較
し
て
６
、２
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
す
。資

産
処
分
差
額
は
８
０
０
万
円
計
上
い
た
し
ま
し
た
。消

費
支
出
の
部
合
計
は
、６２
億
円
と
な
り
、前
年
度
よ
り

２
億
２
、８
０
０
万
円
減
少
し
ま
す
。

当
年
度
消
費
支
出
超
過
額
は
１６
億
６
、９
０
０
万

円
と
な
り
、こ
れ
に
前
年
度
か
ら
の
繰
越
消
費
収
入
超

過
額
１
億
４
、１
０
０
万
円
と
基
本
金
取
崩
額

５
、９
０
０
万
円
を
加
え
る
と
、翌
年
度
繰
越
消
費
支

出
超
過
額
は
１４
億
６
、７
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

以
上
が
、平
成
１９
年
度
の
予
算
概
要
で
す
が
、ま
す

ま
す
学
生
・
生
徒
等
の
確
保
が
厳
し
く
な
る
中
で
の
、

財
政
基
盤
の
安
定
を
図
る
た
め
に
予
算
執
行
に
当
た
っ

て
は
適
正
且
つ
厳
正
に
努
め
ま
す
。

平成１９年度 消費収支予算書
平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで

表‐２平成１９年度 消費収支予算書の内訳

消費収入の部

増 減（△）
△１４０，３１０
△８，３１０
△１６，６４０
６５，９７０
２６，３７０
△９７，０００
４９，４６０

△１２０，４６０
△１，８３４，７７０
△１，９５５，２３０

前年度予算額
５，２４３，４７０
１７１，８８０
３６，１６０

１，１６６，１３０
２３６，１４０
３００，９２０
１３４，３３０
７，２８９，０３０
△８０２，０７０
６，４８６，９６０

１９年度予算額
５，１０３，１６０
１６３，５７０
１９，５２０

１，２３２，１００
２６２，５１０
２０３，９２０
１８３，７９０
７，１６８，５７０
△２，６３６，８４０
４，５３１，７３０

科 目
学 生 ・ 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基 本 金 組 入 額 合 計
消 費 収 入 の 部 合 計

消費支出の部

増 減（△）
７２，４３０

（△４１，６６０）
△６２，０８０

（△１３，８７０）
△１０３，９８０
（△２，０９０）
１７，３４０

△１５２，５９０
０

△２２８，８８０

前年度予算額
３，８３０，０８０
（１１５，９９０）
１，７７９，０２０
（６００，５６０）
６３１，１６０
（７７，５６０）
１０，０１０
１６１，５７０
１７，９００

６，４２９，７４０
５７，２２０

－
１３，９７０
７０，２７０
１４１，４６０

－

１９年度予算額
３，９０２，５１０
（７４，３３０）
１，７１６，９４０
（５８６，６９０）
５２７，１８０
（７５，４７０）
２７，３５０
８，９８０
１７，９００

６，２００，８６０
－

１，６６９，１３０
１４１，４６０
５９，８４０

－
１，４６７，８３０

科 目
人 件 費
（退職給与引当金繰入額）
教 育 研 究 経 費
（ 減 価 償 却 額 ）
管 理 経 費
（ 減 価 償 却 額 ）
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額
〔 予 備 費 〕
消 費 支 出 の 部 合 計
当年度消費収入超過額
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費収入超過額
基 本 金 取 崩 額
翌年度繰越消費収入超過額
翌年度繰越消費支出超過額

（単位／千円）

（単位／千円）

＜消費収入の部＞

＜消費支出の部＞
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図書館利用状況�平成18年度�
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15,000�
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1,404
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460 1,323
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23,091

12,713

13,657
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3,168
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4,000�
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2,000�

1,000�
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（人）�

16年度�17年度�18年度�
16

4,833

3,062

367

18 32

5,349

3,609

2,781

2,671

144

60

大学院生� 大学生� 短大生� その他�

　中
村学
園の教

員によるちょこっとコラム

CELERY+CELERY+
セ ロ リ プ ラ ス�昨年度から２２：００までの開館延長を行っています。蔵書冊数は約２１万冊になり、

開館日数も増え、これまでで最多の利用状況になりました。学生とくに大学院生
の学外文献複写依頼が増加しています。

朝日新聞社「大学ランキ
ング」２００８年版で本学の
図書館が「Ａランク」評
価を受けました。

●４月 か ら「Nature」、「Sci-
ence」など電子ジャーナル
が増えました。
「JapanKnowledge」、「ルー
ラル電子図書館」などの
データベースが増えました。
●５月から新サービス「マイ
ライブラリ」を始めました。

館外貸出冊数２ AV（視聴覚）コーナー利用者数３

学生への貸出人数・冊数（学部別）４

学外文献複写・図書相互貸借６ 蔵書冊数（視聴覚資料含まず）７

短期大学部

貸出冊数
（冊）

１２，７１３

１３，６５７

１１，８８３

貸出者数
（人）

９，１１２

９，３５３

８，２２１

流通科学部

貸出冊数
（冊）

３，１１４

４，４２８

４，０９０

貸出者数
（人）

２，１６４

３，２７１

２，９７８

人間発達学部等＊２

貸出冊数
（冊）

９，６０３

１０，４１８

１１，０９０

貸出者数
（人）

６，３４２

６，９５１

７，４４９

栄養科学部等＊１

貸出冊数
（冊）

１０，３７４

１２，１３２

１４，０２５

貸出者数
（人）

７，４５０

８，７９６

１０，０７６

大学院生

貸出冊数
（冊）

４６０

１，３２３

１，４０４

貸出者数
（人）

２８３

６５５

６６１

１６年度

１７年度

１８年度

日数

２３８日

２９５日

３０９日

年度

１６年度

１７年度

１８年度

開館日数５

合計

８１７

１，２４７

１，３７８

図書相互貸借

受付

２

５

５

依頼

１０９

１４５

１７５

文献複写

受付

６

２５

１０

依頼

７００

１，０７２

１，１８８

年度

１６年度

１７年度

１８年度

入館者数１

合計

１９８，９１３

２０４，４５６

２０９，５４１

洋書

４０，０３７

４０，５４９

４１，００９

和書

１５８，８７６

１６３，９０７

１６８，５３２

年度

１６年度

１７年度

１８年度

開放期間・開館時間

中学３年生～高校生のみなさんへ
� � � � �

図書館開放のお知らせ

①8月9日�
～8月11日�
10:00～16:00

②8月17日�～9月14日�
月～金 9：30～17：00 土 9：30～13：00

＜休館＞日曜、第２・４土曜
８月１２日�～１６日�

※駐輪場、喫茶室（食堂）あり ※Tel ０９２‐８５１‐２５７３

何でも聞こうビジネス用語１
流通科学部 教授 財部 忠夫

●２１世紀に必要な３大ビジネス用語

� クリエイティブクラス

� クロスファンクショナル
チーム

� ナレッジマネージメント

今回は、「ハーバードビジネス
レビュー」最新号の記事から３つ
のキーワードを選んでみた。
１番目の「クリエイティブクラ
ス」とは２１世紀に期待されるビジ
ネスパーソン像。「ナレッジワー
カー（知識労働者）」に代わり、
問題を自ら発見し、解決策を考え、
行動し、問題解決を実現できる創
造的な人間のこと。新商品や新ビ
ジネスプロセスの開発、新事業の
創造、現行業務の改革・改善を自
ら推進できる人が求められている。
そして、それをチームで行うの
が「クロスファンクショナルチー
ム（機能横断型プロジェクトチー
ム）」。異なる部署の異なる知識・
アイデアを持つ人々を集め、プロ
ジェクトチームを作って問題解決
に当たらせようとするもの。３番
目の「ナレッジマネージメント」
とは、組織における「知識共有、
知恵／ノウハウの共有」のしくみ。
組織として問題発見・解決を行う
には個人の知識・知恵・ノウハウ
を組織的に共有し、活用していく
ことが望ましい。
これらの用語は、２１世紀の経済
全体の流れを把握し俯瞰するため
のキーワード。全体を把握するこ
とは現在を理解し、未来を予測す
る上で大切な作業だ。同じ意味で、
私は一目で全体を見渡せる「図
式」や「図表」も重視している。
卒論でも「図」に力点を置いて、
学生を指導している。
全体が見えると、会社や個人の
置かれた位置がわかるし、今後の
行動を決めやすくなる。ビジネス
の現場で、また学生の皆さんが進
路や自身の生き方に迷ったとき、
ぜひ「図」を作ってみてほしい。
これからの道がきっと見えて来る
はずだ。
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（注）＊１…食物栄養学専攻を含む ＊２…児童教育学専攻を含む

図書館新着情報

詳細はホームページ
〈http://www.nakamura-u.ac.jp/̃library/〉をご覧ください。
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OPEN CAMPUS
オープンキャンパスのお知らせ�

平成19年度�

平成19年度�公開講座のお知らせ�

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

自分で見て、聞いて、体験する絶好のチャンス！
毎年、３，０００名以上の来場者があるオープンキャンパス。本年度も下記の予定で開催

いたします。事前予約不要で、入退場も自由です。各学部学科のことをより理解して

いただくために、楽しみながら体験できるプログラムを準備しています。受験生はも

ちろん保護者の方、高校１・２年生の方も大歓迎です。是非、ご参加ください。

詳細につきましては、本学・入試課（℡092‐851‐6762）までお問い合わせください。

【開催日時】 第1回目 平成19年8月 4 日�10:00～16:30
第2回目 平成19年8月18日�10:00～16:30
第3回目 平成20年3月15日�10:00～15:30

【場 所】 中村学園大学・中村学園大学短期大学部（福岡市城南区別府５‐７‐１）

【本学までのアクセス】
●１ 天神・博多駅から西鉄バスで２０～
３０分、「中村大学前」下車

●２ 天神から福岡市地下鉄七隈線
「天神南駅」乗車（９分）～「別府

駅」下車１番出口から徒歩１分

【主なプログラム】※一部内容が変更になる場合があります。
● 入試相談 ● 学生生活・奨学金・就職相談

● 模擬授業 ● 保育実技講座

● 小論文講座 ● 入試問題傾向と対策（国語・英語編）

● 保護者対象入試説明会 ● キャンパス・スタンプラリー

● オリジナルＴシャツを作ろう ● 社会で活躍中の先輩による話 など

メタボリックシンドロームの予防と改善に向けて
●栄養科学部・食物栄養学科〈定員：１００名〉

●１３：００～１３：１０（１０分）西４号館２階４２０１講義室

開講式 大学側挨拶 学長 藤本 淳

●１３：１０～１４：３０（８０分）西４号館２階４２０１講義室

栄養と運動からのアプローチについて
別府大学 准教授 森脇千夏

（公衆栄養）

●１５：００～１６：３０（９０分）体育館１階メインフロアー

腰痛・肩こり体操とリラクゼーション
栄養科学部 准教授 今村裕行

（運動生理学）

Ａコース
豊かな暮らしと流通

●流通科学部・キャリア開発学科〈定員：５０名〉

●１３：００～１４：３０（９０分）西４号館５階４５０５講義室

暮らしの中の英語
～イングリッシュティーを楽しみながら～
短期大学部キャリア開発学科

准教授 岩田京子
講師 T．H．ケイトン

（英語教育）

●１５：００～１６：３０（９０分）西４号館５階４５０５講義室

会社法で暮らしはどう変わったのか？
流通科学部 講師 井上能孝

（企業組織法）

切れない子どもを育てる
●人間発達学部・幼児保育学科〈定員：１００名〉

●１３：００～１４：３０（９０分）西１号館１０階大講義室

いじめない・いじめられない子を育てる
「セカンドステップ」
NPO法人日本こどものための委員会

理事 渡辺紀久子
（保護司、心理士、カウンセラー）

●１５：００～１６：３０（９０分）音楽館・体育館２階多目的ホール

セカンドステップの実際
人間発達学部 教授 田中浩子（学校保健）

●１６：３０～１６：４０（１０分）

閉講式 大学側挨拶

公開講座委員長 山田啓一

Ｂコース Ｃコース

今年で３４回目を数える、中村学園大学・中村学園大学短期大学部主催の公開講座を開催いたします。今回は、３コース・６つ
の講座を準備いたしました。それぞれ、ユニークな教育と研究にあたっております本学の特徴を、十分に発揮した講座となって
います。ふるってご参加ください。

●定員になり次第、締め切らせていただきます。
※なお、定員に余裕があれば、当日でも受付いたします。

●受講された方には、開催日ごとに受講証書を発行いたします。
●受講料ならびにテキスト代は無料です。
●開催日ごとに会場が異なりますので、ご注意ください。
※受講申込者からご提供いただく個人情報は、受講票の発送、今後の公開
講座開催に関する情報のご案内、公開講座の改善を目的とした統計資料
を作成するためにのみ使用いたします。

●申込期限 ８月１７日�～各コース開催日の３日前まで
（※開催日当日の申込不可）

●利 用 料 無料
●受付時間 ９：００～１８：００（日・祝日は休み）
なお、不測の事故に対応するため委託先が保険に加入いたしており、保険

適用範囲以内では補償されますが、大学当局は事故の責任を負わないことを
申し添えます。

【お申し込み方法について】
●お申し込みは、『官製はがき』または『Ｅメール』にて、郵便
番号、住所、氏名、電話番号、受講希望コースを明記のうえ、

１．Aコース 8月17日�～ 9 月 5 日�
２．Bコース 8月17日�～ 9 月19日�
３．Cコース 8月17日�～10月 3 日�
の期間にお願いいたします。
※電話・FAXでのお申し込み受付はいたしておりません。

【託児所のご利用について】
●公開講座の各コース開催日には学内に託児所（ベビーシッ
ター会社への委託）を設けております。利用を希望される方
は、直接下記の委託先へお電話にてお問い合わせください。

●委託先 テノ．コーポレーション
※�全国ベビーシッター協会正会員
〒８１２‐００３５ 福岡市博多区中呉服町１‐２６
TEL０９２‐２６３‐８０４０

昨年開催の様子

１０／１３�

統一テーマ 『生活の知恵を育む』

９／２９�９／１５�

64
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入学試験のお知らせ�平成20年度�

■人間発達学部■
１．募集学科・入学定員・募集人員

大学入試センター試験利用入学試験募集人員
後 期 日 程
２名
３名

２．出願資格
試 験 入 学 選 考

�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２０年３月卒業見込みの者。
�その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。

３．日程および選考方法
試 験 入 学 選 考

平成２０年２月２日�
１１：００～１２：００（６０分）
１３：００～１４：００（６０分）
１４：４０～１５：４０（６０分）

本学（福岡）・山口（徳山）・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島
３科目の合計得点（各科目１００点、３００点満点）による。
平成２０年２月１４日�
※本学に掲示する。また、電話・携帯電話・パソコンを利用した合否案内システム、および
本学公式ホームページでも行う。（合格者には、後日、合格通知を速達便にて送付する。）
本学への電話による合否の問い合わせには一切応じない。

※�英語〔英語�・�〕 �国語〔国語総合（漢文を除く）〕
�選択科目－下記の中から１科目を選択
◎世界史〔世界史Ｂ〕 ◎日本史〔日本史Ｂ〕 ◎地理〔地理Ｂ〕
◎数学〔数学�・�、数学Ａ〕 ◎化学〔化学�・�〕 ◎生物〔生物�・�〕
●化学については「化学�」の全範囲、および「化学�」の第１部（物質の構造と化学平衡）
のみから出題（選択分野である第２部、第３部は除外）

●生物については「生物�」の全範囲、および「生物�」の第１部（生物現象と物質）のみか
ら出題（選択分野である第２部、第３部は除外）

前 期 日 程
５名
７名

試 験 日平成２０年１月１０日�～１月２４日�
�．英 語
�．国 語
�．選択科目

試験入学選考募集人員

５０名
５５名

推薦入学選考募集人員
併 設 校
９名以内
５名以内

出 願 期 間

試 験 科 目
（下記参照）

試 験 場
選 考 方 法

合格者発表

推 薦 入 学 選 考
�向学心が強く、本学の教育方針に賛同する者。
�調査書記載の「全体の評定平均値」が、３．４以上の者。
�平成２０年３月高等学校若しくは中等教育学校卒業見込みの者で、学校長が推薦する者。
◎出願にあたって…合格の場合、必ず入学することを条件とする。

推 薦 入 学 選 考
平成１９年１１月２０日	

９：３０～１０：３０（６０分）
１１：１５～１２：１５（６０分）

１３：１５～
本学（福岡）
調査書、適性検査、小論文および面接による総合評価とする。なお、面接は学科の教育目的・目標に適合するか否かを重視する。

平成１９年１１月２９日�
※本学に掲示する。また、学校長および本人宛速達便にて通知する。

公 募 制
３４名
３０名

入 学 定 員

１００名
１００名

選 考 日平成１９年１１月１日�～１１月９日

�．適性検査
�．小 論 文
�．面 接

専 攻

幼児発達学専攻
児童発達学専攻

学 科

人間発達学科

出 願 期 間

選 考 科 目

選 考 場
選 考 方 法

合格者発表

中 村 学 園 大 学

■栄養科学部■
１．募集学科・入学定員・募集人員

大学入試センター試験利用入学試験募集人員
後 期 日 程
３名

２．出願資格
試 験 入 学 選 考

�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２０年３月卒業見込みの者。
�その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。

３．日程および選考方法
試 験 入 学 選 考

平成２０年２月２日�
１１：００～１２：００（６０分）

１３：００～１５：００（１２０分）

本学（福岡）・山口（徳山）・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島
３科目の合計得点（各科目１００点、３００点満点）による。
平成２０年２月１４日�
※本学に掲示する。また、電話・携帯電話・パソコンを利用した合否案内システム、および
本学公式ホームページでも行う。（合格者には、後日、合格通知を速達便にて送付する。）
本学への電話による合否の問い合わせには一切応じない。

※�英語〔英語�・�〕 �選択科目－下記の中から２科目を選択
◎国語〔国語総合（漢文を除く）〕 ◎数学〔数学�・�、数学Ａ〕
◎化学〔化学�・�〕 ◎生物〔生物�・�〕
●化学については「化学�」の全範囲、および「化学�」の第１部（物質の構造と化学平衡）
のみから出題（選択分野である第２部、第３部は除外）

●生物については「生物�」の全範囲、および「生物�」の第１部（生物現象と物質）のみか
ら出題（選択分野である第２部、第３部は除外）

前 期 日 程
１０名

試 験 日平成２０年１月１０日�～１月２４日�
�．英 語

�．選択科目

試験入学選考 募集人員

１００名

出 願 期 間

試 験 科 目
（下記参照）

試 験 場
選 考 方 法

合格者発表

推薦入学選考募集人員
併 設 校
２０名以内

推 薦 入 学 選 考
�向学心が強く、本学の教育方針に賛同する者。
�調査書記載の「全体の評定平均値」が３．６以上の者。
�平成２０年３月高等学校若しくは中等教育学校卒業見込みの者で、学校長が推薦する者。
◎出願にあたって…合格の場合、必ず入学することを条件とする。

推 薦 入 学 選 考
平成１９年１１月２０日	

９：３０～１０：３０（６０分）
１１：１５～１２：１５（６０分）

１３：１５～
本学（福岡）
調査書、適性検査、小論文および面接による総合評価とする。なお、面接は学科の教育目的・目標に適合するか否かを重視する。

平成１９年１１月２９日�
※本学に掲示する。また、学校長および本人宛速達便にて通知する。

■高校時代の活動の中でも、次の６項目については推薦入学選考の際に特に考慮する。
�生徒会会長経験者 �文化活動の全国大会での優秀な成績保持者 �全国高校総体出場者
�ボランティア活動 �実用英語技能検定（英検）２級以上 �TOEFL４５０点以上

公 募 制
６７名

選 考 日平成１９年１１月１日�～１１月９日

�．適性検査
�．小 論 文
�．面 接

入 学 定 員

２００名

学 科

栄養科学科

出 願 期 間

選 考 科 目

選 考 場
選 考 方 法

合格者発表

■流通科学部■
１．募集学科・入学定員・募集人員

外国人留学生特別
入学試験募集人員

１０名

２．出願資格
試 験 入 学 選 考

�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２０年３月卒業見込みの者。
�その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。

３．日程および選考方法
試 験 入 学 選 考

平成２０年２月１日

１０：００～１１：００（６０分）
１１：４５～１２：４５（６０分）
１３：４５～１４：４５（６０分）

本学（福岡）・山口（徳山）・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島
３科目の合計得点（各科目１００点、３００点満点）による。
平成２０年２月１４日�
※本学に掲示する。また、電話・携帯電話・パソコンを利用した合否案内システム、および
本学公式ホームページでも行う。（合格者には、後日、合格通知を速達便にて送付する。）
本学への電話による合否の問い合わせには一切応じない。

※�英語〔英語�・�〕
�国語〔国語総合（漢文を除く）〕
�選択科目－下記の中から１科目を選択
◎世界史〔世界史Ｂ〕 ◎日本史〔日本史Ｂ〕 ◎地理〔地理Ｂ〕
◎政治・経済 ◎数学〔数学�・�、数学Ａ〕

大学入試センター試験利用入学試験募集人員
後 期 日 程
３名

試 験 日平成２０年１月１０日�～１月２４日�
�．英 語
�．国 語
�．選択科目

前 期 日 程
７名

試験入学選考
募集人員
７５名

出 願 期 間

試 験 科 目
（下記参照）

試 験 場
選 考 方 法

合格者発表

推薦入学選考募集人員
指 定 校
５０名

推 薦 入 学 選 考
�向学心が強く、本学の教育方針に賛同する者。
�調査書記載の「全体の評定平均値」が３．４以上の者。
�平成２０年３月高等学校若しくは中等教育学校卒業見込みの者で、学校長が推薦する者。
◎出願にあたって…合格の場合、必ず入学することを条件とする。

推 薦 入 学 選 考
平成１９年１１月２０日	

９：３０～１０：３０（６０分）
１１：１５～１２：１５（６０分）

１３：１５～
本学（福岡）
調査書、適性検査、小論文および面接による総合評価とする。なお、面接は学科の教育目的・目標に適合するか否かを重視する。

平成１９年１１月２９日�
※本学に掲示する。また、学校長および本人宛速達便にて通知する。

■高校時代の活動の中でも、次の１０項目については推薦入学選考の際に特に考慮する。
�全商簿記１級以上 �日商簿記２級以上 �情報処理技能検定２種以上
�実用英語技能検定（英検）２級以上 �TOEIC４５０点以上 �生徒会会長経験者
�文化活動の全国大会での優秀な成績保持者 �全国高校総体出場者 �ボランティア活動
�その他
■流通科学科指定校制推薦入学選考の実施については、別に定める。

併 設 校
３０名以内

選 考 日

公 募 制
１５名

平成１９年１１月１日�～１１月９日

�．適性検査
�．小 論 文
�．面 接

入 学 定 員

１９０名

学 科

流通科学科

出 願 期 間

選 考 科 目

選 考 場
選 考 方 法

合格者発表

64

※大学入試センター試験利用入学試験については、Ｐ１６に記載。 ※外国人留学生特別入学試験、帰国子女特別入学試験、編入学試験の実施については、別に定める。

※大学入試センター試験利用入学試験については、Ｐ１６に記載。 ※外国人留学生特別入学試験、帰国子女特別入学試験、編入・転入学試験の実施については、別に定める。

※大学入試センター試験利用入学試験については、Ｐ１６に記載。 ※外国人留学生特別入学試験、帰国子女特別入学試験、編入・転入学試験の実施については、別に定める。
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入学試験のお知らせ�平成20年度�

中村学園大学短期大学部
１．募集学科・入学定員・募集人員

試験入学選考募集人員

４３名
１５名
６０名

２．出願資格
試 験 入 学 選 考

�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２０年３月卒業見込みの者。
�その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。

３．日程および選考方法
試 験 入 学 選 考

平成２０年２月３日�
１０：００～１１：００（６０分）
１１：４５～１２：４５（６０分）
１１：４５～１２：４５（６０分）

本学（福岡）・山口（徳山）・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島
２科目の合計得点（各科目１００点、２００点満点）による。
平成２０年２月１４日�
※本学に掲示する。また、電話・携帯電話・パソコンを利用した合否案内システム、および
本学公式ホームページでも行う。（合格者には、後日、合格通知を速達便にて送付する。）
本学への電話による合否の問い合わせには一切応じない。

※�英語〔英語�・�〕 �国語〔国語総合（古文、漢文を除く）〕
�選択科目〔食物栄養学科のみ〕
下記の中から１科目を選択
◎国語〔国語総合（古文、漢文を除く）〕 ◎化学〔化学�・�〕 ◎生物〔生物�・�〕
●化学については「化学�」の全範囲、および「化学�」の第１部（物質の構造と化学平衡）
のみから出題（選択分野である第２部、第３部は除外）

●生物については「生物�」の全範囲、および「生物�」の第１部（生物現象と物質）のみか
ら出題（選択分野である第２部、第３部は除外）

■幼児保育学科の出願希望者は、入学試験において音楽実技テストを課さないが、幼稚園教諭
や保育士を志す者として、入学時にバイエル教則本４０番までを演奏することができ、かつコー
ルユーブンゲン３度音程を歌えることが望ましい。

■共通科目（英語および国語の２科目）で受験した場合、すべての学科において第２志望を認める。

試 験 日

推薦入学選考募集人員
自己推薦制
―
１０名
―

平成２０年１月１０日�～１月２４日�
�．英語（全学科必修）
�．国語（キャリア開発学科・幼児保育学科）
�．選択科目（食物栄養学科のみ）

指 定 校
２０名
１１０名
―

出 願 期 間

試 験 科 目
（下記参照）

試 験 場
選 考 方 法

合格者発表

併 設 校
１５名以内
１０名以内
１５名以内

推 薦 入 学 選 考
�向学心が強く、本学の教育方針に賛同する者。
�調査書記載の「全体の評定平均値」は公募制は食物栄養学科・幼児保育学科３．２以上、キャリア
開発学科３．０以上、指定校制は食物栄養学科３．６以上、キャリア開発学科３．２以上の者。

�平成２０年３月高等学校若しくは中等教育学校卒業見込みの者で、学校長が推薦する者。
◎出願にあたって…合格の場合、必ず入学することを条件とする。

推 薦 入 学 選 考
平成１９年１１月２１日	

１０：００～１１：３０（９０分）

１２：３０～

本学（福岡）
調査書・小論文および面接による総合評価とする。なお、面接は学科の教育目的・目標に適合するか否かを重視する。

平成１９年１１月２９日�
※本学に掲示する。また、学校長および本人宛速達便にて通知する。

■幼児保育学科の出願希望者は、選考において音楽実技テストを課さないが、幼稚園教諭や保育士
を志す者として、入学時にバイエル教則本４０番までを演奏することができ、かつコールユーブン
ゲン３度音程を歌えることが望ましい。

■食物栄養学科・キャリア開発学科指定校制、キャリア開発学科自己推薦制の実施については、別
に定める。

公 募 制
６７名
５名
１１５名

選 考 日平成１９年１１月１日�～１１月９日

�．小 論 文

�．面 接

入 学 定 員

１５０名
１５０名
１９０名

学 科

食物栄養学科
キャリア開発学科
幼児保育学科

出 願 期 間

選 考 科 目

選 考 場
選 考 方 法

合格者発表

外国人留学生、帰国子女、社会人特別入学試験の実施については、別に定めます。詳細は入試課（℡０９２‐８５１‐６７６２直通）
までお問い合わせください。
なお、大学院の入学試験に関することは学事課（℡０９２‐８５１‐２５３１�）までお問い合わせください。

■大学入試センター試験利用入学試験■
【募集人員】

募 集 人 員
後 期 日 程
３名
２名
３名
３名

【出願資格】
次の�または�の要件を満たし、「平成２０年度大学入試センター試験」において、本学が指定する教科・科目を受験した者。
�高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者および平成２０年３月卒業見込みの者。
�その他文部科学省令により、上記と同等以上の学力があると認定された者。

【出願期間】

前期日程 平成２０年１月１０日�～平成２０年１月２４日� 後期日程 平成２０年３月１日～平成２０年３月１０日�

【選考方法】
�平成２０年度大学入試センター試験の成績を基に判定する。なお、平成１９年度大学入試センター試験の成績は利用できない。
�本学の個別学力試験は課さない。

＜試験科目＞

合 計

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

３００点
外国語、国語は
１００点に換算する。

【合格発表】

前期日程 平成２０年２月１４日� 後期日程 平成２０年３月１７日�

本学に掲示する。また、電話・携帯電話・パソコンを利用した合否案内システム、および本学公式ホームページでも行う。（合格者には、後日、合格通知を速達便にて送付する。）
［注］本学への電話による合否の問い合わせには一切応じない。

配 点
１００点

１００点
×２科目

１００点

１００点
×２科目

１００点
１００点

１００点

１００点
×３科目

１００点
１００点

１００点

１００点

１００点
×２科目

科 目

３教科から２科目選択。
３科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

２教科から２科目選択。
３科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

４教科から１科目選択。
２科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

５教科から３教科３科目選択。
４科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

３教科から１科目選択。
２科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

４教科から２教科２科目選択。
３科目以上受験した場合は、高得点科目を合否判定に使用する。

前 期 日 程
１０名
５名
７名
７名

専 攻

―――――
幼児発達学専攻
児童発達学専攻
―――――

「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「化学�」
「生物�」
「英語（リスニングテストを含む）」
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「化学�」
「生物�」
「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」
「世界史Ｂ」又は「日本史Ｂ」又は「地理Ｂ」
「現代社会」又は「倫理」又は「政治・経済」
「数学�・数学Ａ」又は「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「物理�」又は「化学�」又は「生物�」又は「地学�」
「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」
「世界史Ｂ」、「日本史Ｂ」、「地理Ｂ」、「現代社会」、「倫理」、
「政治・経済」から１科目選択
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択
「物理�」、「化学�」、「生物�」、「地学�」から１科目選択
「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」
「世界史Ｂ」又は「日本史Ｂ」又は「地理Ｂ」
「現代社会」又は「倫理」又は「政治・経済」
「数学�・数学Ａ」又は「数学�・数学Ｂ」
「英語（リスニングテストを含む）」
「国語」
「世界史Ｂ」、「日本史Ｂ」、「地理Ｂ」から１科目選択
「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」から１科目選択
「数学�・数学Ａ」、「数学�・数学Ｂ」から１科目選択

学 科

栄養科学科
人間発達学科
人間発達学科
流通科学科

学 部

栄養科学部
人間発達学部
人間発達学部
流通科学部

教 科
外 国 語
国 語
数 学

理 科

外 国 語
数 学

理 科

外 国 語
国 語
地理歴史
公 民
数 学
理 科
外 国 語
国 語
地理歴史
公 民
数 学
理 科
外 国 語
国 語
地理歴史
公 民
数 学
外 国 語
国 語
地理歴史
公 民
数 学

種 別

前期日程

後期日程

前期日程

後期日程

前期日程

後期日程

学科

栄
養
科
学
科

人
間
発
達
学
科

流
通
科
学
科

※外国人留学生特別入学試験、社会人特別入学試験（食物栄養学科・幼児保育学科）の実施については、別に定める。

64
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EVENT　  NEWS
中村学園のホットな情報を�

お届けします。

&

永
本
弘
子
助
手

（
大
学
・

人
間
発
達
学
部
）（入選作品）栃拭漆象嵌手箱

（受賞作品）栃拭漆象嵌八角箱

教
／
員
／
表
／
彰

名
誉
教
授
称
号
記
の

授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

平
成
１９
年
６
月
７
日
�
、
本
学
中
央
本

館
大
会
議
室
に
お
き
ま
し
て
、
名
誉
教
授

称
号
記
の
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
の
教
職
員
が
一
堂
に
会
す
る
中
、

中
村
量
一
理
事
長
よ
り
、
今
年
度
新
た
に

名
誉
教
授
と
な
ら
れ
る
大
関
敏
明
教
授
へ

「
称
号
記
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

は
拍
手
喝
采
の
嵐
。
大
関
教
授
の
晴
れ
舞

台
を
皆
で
、
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

大
関
教
授
は
長
年
に
わ
た
り
英
語
分
野

に
お
い
て
本
学
の
教
育
向
上
に
ご
尽
力
。

そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
名

誉
教
授
称
号
授
与
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

称
号
記
を
授
与
さ
れ
た
大
関
先
生
は
、

や
や
、
緊
張
し
た
面
も
ち
な
が
ら
も
、
人

生
の
一
つ
の
到
達
点
を
自
己
確
認
し
て
い

る
ご
様
子
。
授
与
後
の
ご
挨
拶
に
お
い
て

は
、
一
つ
、
ひ
と
つ
、
言
葉
を
か
み
し
め

な
が
ら
、
学
園
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

授
与
式
後
に
は
、
本
学
幼
児
保
育
学
科

主
任
の
久
富
さ
よ
子
教
授
よ
り
あ
ら
た
め

て
花
束
が
贈
ら
れ
、
緊
張
が
一
気
に
ほ
ぐ

れ
た
大
関
教
授
は
満
面
の
笑
顔
。

大
関
教
授
ら
し
い
、
名
誉
教
授
と
し
て

の
笑
顔
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

第
４２
回
西
部
工
芸
展
奨
励
賞

第
１１
回
伝
統
工
芸
木
竹
展
入
選

永
本
弘
子
助
手
（
大
学
・
人
間
発
達
学

部
）
の
木
工
芸
作
品
「
栃
拭
漆
象
嵌
八
角

箱
」
が
、
第
４２
回
西
部
工
芸
展
で
奨
励
賞

を
受
賞
、「
栃
拭
漆
象
嵌
手
箱
」
が
、
第
１１

回
伝
統
工
芸
木
竹
展
で
入
選
を
果
た
し
ま

し
た
。

作
品
は
、
以
下
の
期
間
に
そ
れ
ぞ
れ
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

〈
受
賞
作
品
〉

◎
５
月
２２
日
�
〜
５
月
２７
日
�

福
岡
三

越
本
店

◎
５
月
３１
日
�
〜
６
月
５
日
�

大
分
県

ト
キ
ハ

◎
６
月
１３
日
�
〜
６
月
１９
日
�

熊
本
県

鶴
屋
百
貨
店

〈
入
選
作
品
〉

◎
５
月
１５
日
�
〜
５
月
２０
日
�

日
本
橋

三
越
本
店

Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
者
表
彰

Ｇ
Ｐ
Ａ
（
グ
レ
イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
・
ア

ベ
レ
イ
ジ
）
優
秀
者
が
決
定
し
、
５
月
１７

日
の
創
立
記
念
式
典
に
て
、
大
学
栄
養
科

学
部
１２
名
、
人
間
発
達
学
部
１６
名
、
流
通

科
学
部
１３
名
、
短
期
大
学
部
１３
名
に
、
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

※
Ｇ
Ｐ
Ａ
・
・
・
本
学
は
、
教
育
改
革
の

一
環
と
し
て
、
学
生
の
学
業
成
績
に
Ｇ
Ｐ

（
グ
レ
イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
）
制
を
導
入
し

て
い
る
。学
生
の
成
績
は
、優
・
良
・
可
・

不
可
と
し
て
評
価
さ
れ
る
が
、
こ
の
評
価

を
優（
特
優
４
点
・
優
３
点
）・
良
２
点
・

可
１
点
・
不
可
及
び
失
格
０
点
に
点
数
化

し
て
Ｇ
Ｐ
と
し
、
履
修
登
録
科
目
の
Ｇ
Ｐ

に
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
の
単
位
数
を
乗
じ
た

値
の
合
計
を
、
全
履
修
登
録
科
目
の
合
計

単
位
数
で
除
し
て
Ｇ
Ｐ
Ａ（
グ
レ
イ
ド
・
ポ

イ
ン
ト
・
ア
ベ
レ
イ
ジ
）を
算
出
す
る
。
こ

の
数
値
で
、
１
単
位
当
た
り
ど
れ
だ
け
高

い
学
習
効
果
を
あ
げ
た
か
が
評
価
で
き
る
。

花
み
ず
き
通
り
美
術
館

「
花
み
ず
き
通
り
美
術
館
」
は
、
城
南
学

園
通
り
沿
い
の
商
店
街
や
地
下
鉄
の
駅
構

内
な
ど
を
展
示
場
と
し
て
、
地
域
と
学
生

が
美
術
館
を
開
設
し
地
域
の
魅
力
や
美
術

の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

６
月
１０
日
�
か
ら
６
月
２３
日
�
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

保
育
・
幼
稚
園
児
を
は
じ
め
中
・
高
校

生
、
一
般
か
ら
１
、３
０
０
点
を
超
え
る

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
本
学
の
藤

本
淳
学
長
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て
出
席

し
６
月
１０
日
に
七
隈
の
信
明
保
育
園
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
学
の
学
生
が
展
示
や
表
彰
式
の
受
付

な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大
活
躍
、
加
え
て

書
道
部
の
出
展
、
ま
た
、
バ
ト
ン
部
が
艶

や
か
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
パ
レ
ー
ド
に
華

を
添
え
ま
し
た
。
本
学
の
学
生
た
ち
の
活

躍
で
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
。
学
生
生
活
の

思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

InternationalC
onference

on
B
usi -

ness
and

Inform
ation

( BAI2007
)

B
estP

aperA
w
ard

山
田
啓
一
准
教
授
（
大
学
・
流
通
科
学
部
）

平
成
１９
年
７

月
１１
日
、
山
田

啓
一
准
教
授

（
大
学
流
通
科

学
部
）が
、東
京

で
開
催
さ
れ
た

B
A
I2007

に
お
い
て
、B

estP
aperA

w
a

rd

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
国
際
会
議

は
、
台
湾
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
学
会
が
主

催
し
、
香
港
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
大
学
、
国
立

台
北
大
学
お
よ
び
實
踐
大
學
が
協
賛
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
年
は

ア
ジ
ア
各
国
の
み
な
ら
ず
、
米
国
、
欧
州
、

ア
フ
リ
カ
等
４５
カ
国
か
ら
８
３
０
本
以
上

の
原
稿
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
５
１
６

本
が
採
択
さ
れ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

〔
論
文
名
〕

G
ro
w
th
a
n
d
D
e
ve
lo
p
m
e
n
t
o
f
th
e

F
irm
a
n
d
C
o
rp
o
ra
te
S
tra
te
g
ie
s
:
A

M
o
d
e
l
a
n
d
S
tra
te
g
ie
s
B
a
se
d
o
n
th
e

C
a
se
o
fS
o
ftb
a
n
k
C
o
rp
o
ra
tio
n

会 場
大分第一ホテル TEL０９７‐５３６‐１３８８
ホテル 山水荘 TEL０９５２‐２９‐２２１１
アークホテル熊本 TEL０９６‐３５１‐２２２２
セントラルホテル佐世保 TEL０９５６‐２５‐０００１
リーガロイヤルホテル小倉 TEL０９３‐５３１‐３３７７
ホテル JAL シティ宮崎 TEL０９８５‐２５‐２６００
ブルーウェーブイン鹿児島 TEL０９９‐２２４‐３２１１

地 区
大 分
佐 賀
熊 本

長崎（佐世保）
北九州
宮 崎
鹿児島

開 催 日

９月１７日
（祝・月）

９月２４日
（振替休日・

月）

９月３０日
�

内 容 等
◆受付開始 （受付終了は１５：００）
◆DVD上映 学園祖中村ハルの生涯「原点。」
◆全体会
�挨拶（後援会側代表） �学園状況報告（大学側代表）
◆就職に関する連絡会
�前年度の就職状況報告
�今年度の就職状況・就職活動の流れ・系統の特徴について
�本学卒業生の就職体験談 DVD上映
	保護者の就職支援について 
質疑応答
◆個別面談（希望者のみ）１人１０分程度
※面談の待ち時間
（学修関係や学生生活、就職等の相談コーナーにて対応）

※面談終了後は流れ解散
◆栄養科学部保護者対象説明会
「管理栄養士国家試験の現状と今後の対策について」

終了後、個別面談

時 間
１２：３０～
１２：４５～１３：００

１３：００～１４：３０

１４：３０～１６：３０

１４：３０～１５：３０

会 場
西１号館１０階 大講義室
TEL０９２‐８５１‐２５３１（代表）TEL０９２‐８５１‐２５５９（直通）

地 区

福 岡（本学）

開 催 日

９月１５日�

64

平成１９年度後援会 地区連絡会のお知らせ
今年も在学生の保護者を対象として、本学を含め九州内の８地区
で開催いたします。
連絡会では各学部・学科の教員はじめ担当職員が各地区へ出向き、
本学の教育研究の近況報告と就職状況に関する全般的報告や説明の
ほか、在学生の学修関係・学生生活・就職に関するブースを設け、
さまざまな相談に応じます。また希望者には、教員による個人面談
等が行われます。この機会に多くの保護者の皆様にご参加いただき、
積極的に大学教職員や保護者の皆様同士で情報交換を行っていただ
ければ幸いです。各地区の開催日及び会場は、次のとおりです。詳
細につきましては、本学・庶務課までお問い合わせください。
TEL０９２‐８５１‐２５５９（直通）

（福岡会場）

（地方会場）

【開催日及び会場】

【会 次 第】
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教員の�
出版物�

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

受
託
研
究
・
研
究
助
成
等

採
択
状
況

教
職
員
の
動
き

青峰正裕 教授三成由美 教授笠原正洋 准教授長光博史 助手

平成１９年度
交付額

２７３万円

２３４万円

２４７万円

９０万円

研究課題名

ストレスに伴う食欲減
退のメカニズムを探る

児童における日本型薬
膳の IT 教材を活用し
た便通改善食育プログ
ラムの開発と評価

保育者の意思決定支援
ツールを用いた児童虐
待対応包括プログラム
の開発

辛味成分イソチオシア
ネートとメタボリック
シンドローム：血管平
滑筋細胞への影響

研究代表者

青峰 正裕 教授
（大学・栄養科学部）

三成 由美 教授
（大学・栄養科学部）

笠原 正洋 准教授
（大学・人間発達学部）

長光 博史 助手
（短期大学部・食物栄養学科）

研究種目

基盤研究�

若手研究�

カ
ン
キ
ツ
系
果
実
・
果
汁
の
品
種
判
別
技

術
の
開
発

〈
研
究
代
表
者
〉
太
田

英
明
教
授

（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

〈
研
究
者
〉
藤
瀬

朋
子
（
常
勤
助
手
）、

宮
城

一
菜
（
大
学
院
博
士

後
期
課
程
院
生
）

交
付
団
体
／
農
林
水
産
省
技
術
会
議
事
務
局

交
付
金
名
称
／
沖
縄
対
応
特
別
研
究

交
付
金
額
／
５
、４
０
０
、０
０
０
円

（
平
成
１９
〜
２１
年
度
）

本
学
と
九
州

沖
縄
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
、
食

品
総
合
研
究
所

沖
縄
県
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
、

熊
本
大
学
、
�
ポ
ッ
カ
他
と
の
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
で
提
案
し
、
採
択
さ
れ
た
沖
縄
本

島
北
部
の
地
域
振
興
に
関
わ
る
競
争
的
研

究
助
成
金
で
す
。

当
研
究
グ
ル
ー
プ
は
シ
ー
ク
ワ
シ
ャ
ー

と
他
の
カ
ン
キ
ツ
の
品
種
判
別
お
よ
び
産

地
判
別
に
対
し
て
、
新
規
の
技
術
を
導
入

し
精
度
の
高
い
判
別
方
法
を
開
発
し
ま
す
。

採
用
人
事
（
平
成
１９
年
５
月
１
日
付
）

常
勤
副
手
（
短
期
大
学
部
幼
児
保
育
学
科
）

久
原

広
幸

昇
任
・
昇
格
・
配
置
換
え
等
人
事

（
平
成
１９
年
６
月
１
日
付
）

◎
昇
任
・
昇
格
人
事

事
務
局
次
長

宮
元

純
孝
（
就
職
課
課
長
）

※
就
職
課
課
長
を
兼
務

◎
配
置
換
え
人
事

法
人
本
部
財
務
部
係
長

吉
川

正
治

（
女
子
中
学
校
・
高
校
事
務
室
係
長
）

女
子
中
学
校
・
高
校
事
務
室
室
員

中
村

智
道
（
本
人
本
部
財
務
部
課
員
）

退
職
人
事
（
平
成
１９
年
５
月
３１
日
付
）

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
常
勤
講
師

林

小
百
合

平
成
１９
年
度
家
政
経
済
科

「
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」

講
義
日
程

平
成
１９
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
の
交
付
決
定文

部
科
学

省
か
ら
交
付

さ
れ
る
平
成

１９
年
度
の
科

学
研
究
費
補

助
対
象
研
究

が
、
次
の
と

お
り
決
定
し

ま
し
た
（
平

成
１８
年
度
か

ら
の
継
続
分

は
除
く
）。

な
お
、
交

付
決
定
件
数

は
、
新
規
４

件
、
継
続
１２

件
の
計
１６
件

で
し
た
。

著者は、本学教員のみ記載
（ ）内は出版社、発行年月

流通科学部４年生の
南里康晴君が、財団法
人日本オリンピック委
員会（JOC）より、フィ
ギュアスケートの平成
１９年度オリンピック強
化指定選手として認定
されました。

JOCは昭和６２（１９８７）
年より、オリンピック
強化指定制度「アス
リートプログラム」を展開しており、強化指定
選手に認定することにより選手の自覚を促すと
ともに、効果的な強化活動の展開を図っていま
す。
南里君は７月１３～１６日開催のドリーム・オ

ン・アイス横浜への出演、特
別強化選手合宿への参加等、
日々精力的に活動しています。
２０１０年冬季オリンピックバ
ンクーバー大会へむけて、南
里君の舞台は早くも、幕が開
いています。

◆「企業会計の伝達と応用
複式簿記と企業会計�」
日野修造共著

（短期大学部・キャリア開発学科・准教授）

（五絃舎／平成１９年６月）

◆「教育哲学へのいざない
－教育の再構築と教育思想の展開－」
小阪康治共著

（短期大学部・キャリア開発学科・教授）

（学術図書出版社／平成１９年４月）

◆「簿記原理
The Principle of Bookkeeping」
藤川祐輔単著

（大学・流通科学部・准教授）

（創成社／平成１９年４月）

◆「新編荷田春満全集
第７巻」

古相正美共編
（大学・人間発達学部・教授）

（おうふう／平成１９年５月）

◆「九州観光マスター検定１級
試験公式テキストブック」
片山富弘監修・共著

（大学・流通科学部・准教授）

清水 誠共著
（短期大学部・キャリア開発学科・教授）

（福岡商工会議所／平成１９年３月）

◆「食品分析学
機器分析から応用まで」
太田英明共著

（大学・栄養科学部・教授）

（培風館／平成１９年４月）

◆「新版生涯
消費者教育論」
安部文彦共著

（大学・流通科学部・教授）

（晃洋書房／平成１９年４月）

◆「おかあさんが
乳がんになったの」
飼牛万里単訳

（大学・流通科学部・教授）

（石風社／平成１９年６月）

◆「企業会計の測定と記帳
複式簿記と企業会計Ⅰ」
日野修造共著

（短期大学部・キャリア開発学科・准教授）

（五絃舎／平成１９年４月）

流通科学部４年生の南里康晴君が
オリンピック強化指定選手に認定
（フィギュアスケート）

講義テーマ

食と健康

外食産業

栽培漁業

藻類の食文化

小麦の食文化

食とマーケティ
ング�

蜂蜜の食文化�

講 師

中村 和善
福岡食品産業協議会事務局長

中村 和善
福岡食品産業協議会事務局長

丸山 功
クロレラ工業� Ｒ／Ｄ部クリエート第２室長

丸山 功
クロレラ工業� Ｒ／Ｄ部クリエート第２室長

中村 隆男
大陽製粉� 業務部長

宮房 伸博
一番食品� 取締役

石松 早三
�藤井養蜂場 製造管理部長

開講日

６月６日

６月１３日

６月２０日

６月２７日

７月４日

７月１１日

７月２５日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

講義テーマ

フードコーディネートとは

西洋の食文化

中国の食文化

テーブ ルコー
ディネーション

藻類の食文化

穀物生産

食とマーケティ
ング�

蜂蜜の食文化�

講 師

張 光陽
�福新楼 代表取締役

磯山 俊二
西鉄グランドホテル総料理長

張 光陽
�福新楼 代表取締役

磯山 俊二
西鉄グランドホテル総料理長

丸山 功
クロレラ工業� Ｒ／Ｄ部クリエート第２室長

中村 隆男
大陽製粉� 業務部長

宮房 伸博
一番食品� 取締役

石松 早三
�藤井養蜂場 製造管理部長

開講日

４月１１日

４月１８日

４月２５日

５月２日

５月９日

５月１６日

５月２３日

５月３０日

１

２

３

４

５

６

７

８

・西日本新聞（６／２８朝刊）
・朝日新聞（６／２９朝刊）
・読売新聞（６／２９朝刊）
・産経新聞（７／１朝刊）
に掲載されました。
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新校舎建設工事�
完成を目指して�

セ
ロ
リ
�

64

昨年（平成１８年９月）に建設工事に着手した新

校舎は予定どおりに工事が進み、現在は、鉄骨

工事が完了しコンクリート打設が５階まで進ん

でいます。平成２０年２月完成を目標に、順調に

工事が行われています。

新校舎完成予想立面図

編
集
◎
中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
学
事
課

〒
８１４‐０１９８

福
岡
市
城
南
区
別
府
５‐７‐１

T
E
L．０９２‐８５１‐２５３１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◎
http://w

w
w
.nakam

ura-u.ac.jp／
発
行
日
◎
平
成
１９
年
７
月
３１
日

土工事

切梁り工事

平成１９年５月現在

着 工：平成１８年９月
完 成：平成２０年２月予定
校舎概要：９階建 SRC構造
延床面積：約１１，９００�
主 要 室：大食堂、講義室、

研究室、事務部門

鉄骨工事

広報誌セロリの定期購読について
個人で定期購読をご希望の場合は、購読料（２年分）として郵便小為替１，２００円分と、

郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を書いた紙片を同封の上、学事課宛にお送りくだ
さい。なお、広報誌の発行は、年４回（４・７・１０・１月）となります。
［申込み先］
〒８１４－０１９８福岡市城南区別府５－７－１
中村学園大学 学事課「広報誌定期購読申込」係

地下掘削中

掘削中の地盤のくずれを防止させ
るためＨ鋼にて補強

鉄骨組立中

鉄骨組立完了


